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４月中に誕生日を迎える方の顔写真と
お祝いメッセージを広報誌に掲載しませんか？
これまで１歳に限定して募集していた誕生日コーナーをこれまで１歳に限定して募集していた誕生日コーナーを年齢問わず年齢問わず
募集募集します。メッセージ付きで大切な人をお祝いしませんか？します。メッセージ付きで大切な人をお祝いしませんか？

申込方法申込方法
左の二次元コードからアクセス左の二次元コードからアクセス
いただき、専用フォームよりいただき、専用フォームより
お申し込みください。お申し込みください。

４月生まれの締め切りは、
２月18日（水）です。（先着6人）

新コーナー開設！

掲載例

〇歳の誕生日
おめでとう！
これからもす
くすく育って
ね！

〇〇〇ちゃん

何歳何歳で
もでも可可！！

広報いびがわ2026年1月25日発行　No. 252
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１
月
11
日（
日
）、
令
和
８
年
揖
斐
川
町
二
十

歳
の
集
い
が
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
ら
れ
た
方
は
１
７
８
人
で
、
そ

の
中
の
11
人
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
記
念

品
の
作
成
な
ど
昨
年
９
月
か
ら
話
し
合
い
を
重

ね
ま
し
た
。

今
年
の
式
典
テ
ー
マ
は
『
紡
ぐ
』。
お
世
話

に
な
っ
て
き
た
家
族
や
先
生
、
友
人
へ
の
感
謝

の
想
い
を
紡
ぎ
、
未
来
を
切
り
拓
く
大
人
と
し

て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
、
と
の
思
い
か
ら

こ
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
一
生
に
一
度
の
記
念
と

な
る
二
十
歳
の
集
い
を
企
画
・
運
営
し
て
き
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
実
行
委
員
長
の
久
保
田
月
子

さ
ん
が
「
自
ら
の
す
べ
き
こ
と
を
見
据
え
、
一

人
一
人
の
思
い
描
く
理
想
に
向
け
て
ひ
た
む
き

に
努
力
し
ま
す
」

「
名
実
と
も
に
大
人
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
、

自
分
の
輝
き
を
忘
れ
ず
、
何
事
に
も
積
極
的
に

挑
戦
し
て
、
大
き
く
未
来
へ
は
ば
た
い
て
い
き

ま
す
」
と
、
誓
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
次
回
二
十
歳
の
集
い
を
迎
え
る
方

も
19
歳
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
式
典
の
進

行
補
助
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
再
会
を
し
た
仲
間

や
先
生
と
、
昔
を
懐
か
し
ん
だ
り
、
現
状
の
報

告
を
し
た
り
と
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

二
十
歳
の
皆
さ
ま
が
志
を
高
く
も
た
れ
、
今
後
益
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

～次世代を担う揖斐川町の若者が、仲間と共に喜びと志を胸に～～次世代を担う揖斐川町の若者が、仲間と共に喜びと志を胸に～

令和8年令和8年  揖斐川町二十歳の集い 揖斐川町二十歳の集い 開催開催
テーマ テーマ 『『紡ぐ紡ぐ』』
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委員長 　久保田月子さん（北和）　　 副委員長 　服部　杏奈さん（北和）
委 員 　木戸　楓彩さん（揖斐川）　　 委 員 　後藤　彩香さん（揖斐川）
　　　　宗宮　大輝さん（揖斐川）　　　　　　土本　一花さん（揖斐川）
　　　　髙橋　音葉さん（北和）　　　　　　　𠮷田　萌花さん（北和）
　　　　髙橋　　凜さん（谷汲）　　　　　　　杉山菜々子さん（谷汲）
　　　　平野　太智さん（谷汲）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力ありがとうございました。

企画・運営を行った
　　実行委員会の皆さんです

揖斐川町二十歳の集い開催
今月の
特集
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１１
月
22
日（
土
）、
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

で
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
次
代
を

担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
会
議
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
方
、

お
よ
び
青
少
年
関
係
団
体
な
ど
約
１
８
０
名

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
・
標
語
作
品
の
各
入
賞

者
表
彰
の
ほ
か
、
青
少
年
育
成
推
進
員
に
よ

る
町
民
会
議
の
活
動
経
過
報
告
、
小
学
生
県

外
派
遣
団
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

揖
斐
高
等
学
校
の
生
徒
６
名
が
司
会
進
行
や

ス
テ
ー
ジ
転
換
、
運
営
補
助
な
ど
を
担
い
ま

し
た
。

今
後
も
青
少
年
の
育
成
を
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲緊張しながら作業をすすめました

11
月
26
日（
水
）、
揖
斐
小
学
校
６
年
生
が

岐
阜
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
大
垣
支
部
の
皆

さ
ま
の
協
力
を
得
て
、
校
庭
に
20
ｍ
の
星
形

の
絵
を
描
き
ま
し
た
。

岐
阜
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
が
、
算
数
で

学
習
す
る
拡
大
と
縮
小
の
理
解
を
深
め
な
が

ら
、
測
量
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
ほ
し
い
と

企
画
さ
れ
ま
し
た
。

何
も
な
い
校
庭
に
、
１
本
の
ポ
ー
ル
と
メ

ジ
ャ
ー
、
そ
し
て
土
地
家
屋
調
査
士
の
方
が

普
段
仕
事
で
使
わ
れ
る
測
量
機
器
だ
け
で
、

も
と
と
な
る
図
の
１
０
０
倍
の
大
き
さ
の
星

を
描
き
ま
す
。
広
い
校
庭
で
も
、
１
ミ
リ
単

位
で
測
る
こ
と
が
で
き
る
測
量
機
器
の
精
度

の
高
さ
に
児
童
た
ち
は
戸
惑
い
な
が
ら
、
そ

れ
で
も
仲
間
と
協
力
し
て
、
最
後
に
は
大
き

な
３
つ
の
星
形
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

算
数
の
学
習
の
理
解
を
深
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
知
ら
な
か
っ
た
職
業
に
つ
い
て
も
理

解
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
有
意
義
な

学
習
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
25
日（
火
）、
清
水
小
学
校
に
お
い

て
、
大
垣
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
創

作
劇
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、「
人
権
」
と
い
う
言
葉
の

意
味
や
人
権
擁
護
委
員
の
存
在
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
の
後
、
委
員
が
演
じ
る
お
じ

い
さ
ん
と
孫
の
劇
を
楽
し
み
な
が
ら
、
思
い

や
り
の
心
や
助
け
合
う
気
持
ち
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

観
劇
後
に
は
、
代
表
児
童
か
ら
「
お
年
寄

り
の
人
に
親
切
に
し
、
困
っ
て
い
る
と
き
に

は
助
け
て
あ
げ
た
い
。」
な
ど
の
感
想
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、揖
斐
川
町
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、

毎
月
１
回
揖
斐
公
民
館
に
お
い
て
、
人
権
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
誰
に
も
話
せ
な
い

悩
み
事
な
ど
の
相
談
を
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
人
権
擁
護
委
員
が
お
聴
き
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
相
談
日
は
、
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲創作劇を鑑賞する児童

揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民

大
会
を
開
催
し
ま
し
た

～
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
星
を
描
く
～

揖
斐
小
学
校
地
上
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

創
作
劇
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
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12
月
７
日（
日
）、
岐
阜
県
庁
ミ
ナ
モ
ホ
ー

ル
で
、
令
和
７
年
度
「
消
防
感
謝
祭
」
岐
阜

県
消
防
定
例
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
揖
斐
川
町
消
防
団
が
、
日

頃
の
活
動
状
況
や
功
績
が
認
め
ら
れ
、
岐
阜

県
知
事
表
彰
を
、
消
防
業
務
の
重
要
性
と
消

防
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

岐
阜
県
議
会
消
防
議
員
連
盟
会
長
表
彰
を
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
住
民
の
安
全
安
心
の
た
め
、

消
防
団
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▲

町
長
や
町
役
場
職
員
へ

　
自
分
た
ち
の
思
い
を
伝
え
る
中
学
生

▲岐阜県知事表彰　消防団年間優秀賞
　（江崎知事より）

▲岐阜県議会消防議員連盟会長表彰
感謝状（村下会長より）

▲山間地域を移動します

診療車両内の様子

▲

12
月
16
日（
火
）、「
中
学
生
と
町
長
が
語

る
会
」を
揖
斐
川
中
学
校
に
お
い
て
開
催
し
、

町
内
の
中
学
３
年
生
と
町
長
・
町
役
場
職
員

が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
考

え
を
交
流
し
ま
し
た
。

中
学
生
は
、「
充
実
し
た
ま
ち
」「
共
生
で

き
る
ま
ち
」「
活
性
化
す
る
ま
ち
」
を
テ
ー

マ
に
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
願
い
を

提
案
し
ま
し
た
。

提
案
を
受
け
た
岡
部
町
長
は
、「
様
々
な

観
点
か
ら
の
提
案
を
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
に

生
か
し
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま

し
た
。
ま
た
、
町
長
へ
提
言
を
し
た
谷
汲
中

学
校
の
内な
い

藤と
う

旬し
ゅ
ん

一い
ち

朗ろ
う

さ
ん
は
、「
町
の
み
な

さ
ん
へ
考
え
を
伝
え
た
時
は
緊
張
し
ま
し
た

が
、
揖
斐
川
町
の
課
題
解
決
の
一
助
と
な
れ

た
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

移
動
手
段
が
確
保
し
づ
ら
い
山
間
地
域
の

高
齢
者
等
に
き
め
細
や
か
な
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
移
動
診
療
車
を
導
入
し

ま
し
た
。

移
動
診
療
車
に
は
、
医
療
機
器
や
電
子
カ

ル
テ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

搭
載
し
て
お
り
、
医
師
と
患
者
が
離
れ
た
場

所
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
診
察
で
き
る
「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
」
と
医
師
が
乗
車
し
て
診
療

を
行
う
「
対
面
診
療
」
が
行
え
ま
す
。

今
後
は
、
通
院
が
困
難
な
一
部
の
山
間
地

域
の
公
民
館
等
に
出
向
き
、
診
療
等
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
災
害
時
の
医
療
提
供
に
活
用
し
て

い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

永
年
に
わ
た
り
、
地
域
社
会
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
功
労
に
よ
り
、
坂
内
公
民
館

長　

田た

中な
か

芳よ
し

江え

さ
ん
が
、
永
年
勤
続
職
員
表

彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
、
平
成
17
年
か
ら
、
坂
内
公

民
館
主
事
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
、
平
成

27
年
か
ら
は
、
坂
内
公
民
館
長
と
し
て
、
坂

内
地
区
の
他
団
体
と
連
携
を
図
り
、
坂
内
納

涼
盆
踊
り
大
会
等
の
公
民
館
活
動
を
地
域
で

作
り
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共

に
、
今
後
も
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
、

ご
助
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
公
民
館
連
合
会
表
彰

「
消
防
感
謝
祭
」

岐
阜
県
消
防
定
例
表
彰
式

「
中
学
生
と
町
長
が
語
る
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
車
両（
移
動

診
療
車
）を
購
入
し
ま
し
た



2026. 2  Public Information IBIGAWA 6

　　揖斐警察署からのお知らせ　　揖斐警察署からのお知らせ　　たった数分の犯行！？たった数分の犯行！？

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
報
告
会

❖�第42回東海高等学校選抜フェンシ
ング大会　出場
　大垣南高等学校 フェンシング部 所属
　久

く

保
ぼ

田
た

　竹
たけ

男
お

さん（２年）

❖�第63回全国空手道選手権大会
　拳和会拳真館道場　所属
　小六女子形優勝　小

こ

森
もり

　愛
あい

七
な

さん（揖斐小）
　小五女子形準優勝　柿

かき

木
ぎ

　美
み

穂
ほ

さん（北方小）

　

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
の
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

企
画
展
「
弥
生
節
句
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
２
月
14

日
よ
り
企
画
展
「
弥
生
節
句
」
を
開
催
し
ま

す
。
雛
人
形
を
中
心
に
江
戸
期
か
ら
現
代
ま

で
の
人
形
や
軸
な
ど
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
期　

間　
２
月
14
日（
土
）～
３
月
15
日（
日
）　

■
会　

場　

第
１
展
示
室

■
料　

金　

高
校
生
以
上
１
１
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生
50
円

■
休　

館　

毎
週
月
曜
日
、
２
月
24
日（
火
）

問
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２

－

５
３
７
３

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

❖�JOCジュニアオリンピックカップ
　第56回U16陸上競技大会　出場
　リクスパート　所属
　B決勝４位　内

ない

藤
とう

　惺
せい

一
いち

さん
（揖斐川中学校３年）

❖�第４回全日本空手道団体選手権大会
　出場
　中部学院大学　空手道部　所属
　江

え

口
ぐち

　紗
さ

颯
さら

さん（２年）

　

11
月
20
日（
木
）、
明
治
安
田
生
命
保
険
相

互
会
社
岐
阜
支
社
よ
り
揖
斐
川
町
役
場
へ
、

健
康
増
進
事
業
推
進
の
た
め
に
、
寄
附
金

50
万
8
千
百
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

12
月
24
日（
水
）、
ハ
ー
ト
ピ
ア
谷
汲
の
杜

か
ら
、
施
設
利
用
者
や
そ
の
保
護
者
、
職
員

で
製
作
さ
れ
た
門
松
を
、
役
場
庁
舎
の
正
月

飾
り
と
し
て
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
善
意

不審者や不審車両を見かけたら１１０番通報をしてください！

侵入までに５分以上かかると約７割が犯行を諦めます。
被害のほとんどが窓のガラス割りや無施錠箇所からの侵入です。
　チェックポイント
　　〇外出時・就寝時は全ての窓や玄関の施錠を確認
　　〇脚立などの足場になる物を家の周りに置かない
　　〇窓には補助錠や防犯フィルムを設置
　　〇センサーライトや防犯カメラを活用

新規登録用二次元コード

android はこちら iPhoneはこちら

過去の防犯情報は
「岐阜県防犯アプリ」から

確認できます。
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令和７年度　あったかい言葉・標語　50撰
揖斐川町青少年育成町民会議の取り組みで、小・中学生、高校生、住民の方にあったかい言葉と標語作
品の募集をしました。
応募総数1,749作品の中から50作品を選出しましたので、複数回に分けて紹介していきます。
今回は、小学生と中学生が作成したあったかい言葉作品を紹介します。

揖斐小学校
1年 なかむら しおん さん

「わたし」から「おかあさん」へ「ありがとう」　
おかあさんがつくったみそしるをのむとこころがあったかくなるよ。いつもおい
しいごはんをありがとう。

清水小学校
1年

ペンネーム
S・U さん

「ぼく」から「おとうさん」へ「いってらっしゃい」
ぼくのおとうさんはしごとでいま、とおくではたらいています。おとうさんがし
ごとにいくときは、げんきでいけれるようにこえをかけたいです。

小島小学校
1年 くぼた まさひろ さん

「まま」から「ぼく」へ「だいすき」
ぼくがねるときに、ままが「だいすき」といってくれてうれしいな。いつもあん
しんしてねられます。

養基小学校
1年 やまだ ななみ さん

「わたし」から「おとうさん」へ「ありがとう」
おとうさんがしごとのやすみをつくってプールにつれていってくれて、ありがと
う。たのしかったよ。

揖斐小学校
2年 まつばら 風

ふう
花
か

 さん
「ともだち」から「わたし」へ「けしごむをかしてくれてありがとう。」
ありがとうといわれてぽかぽかしました。かしてあげてよかったなっとおもいまし
た。

大和小学校
2年 こもり そういちろう さん

「まま」から「ぼく」へ「ありがとう」
ねているママにふとんをかけてあげると「ありがとう」と言ってくれた。いつも
おつかれさまです。

北方小学校
2年 高

たか
橋
はし

 颯
そう

真
ま

 さん
「サポーターさん」から「ぼく」へ「おはようございます。」
あさのとうこうのときに、いつも元気よく、「おはようございます。」といってく
れて、ぼくは元気をもらいました。

小島小学校
2年 林

はやし
 かほ さん

「おじいちゃん」から「わたし」へ「できたね」
こうさくをおじいちゃんとしました。かんせいしたら、「できたね」とえがおでい
ってくれてうれしかったです。

揖斐小学校
3年 飯

いい
田
だ

 大
はる

翔
と

 さん
「たすかるよ」
ひいおばあちゃんがおもたいにもつを持っていた時に、ぼくが運んであげたら「す
ごくたすかるよ、ありがとう」と言ってもらえてうれしかったです。

大和小学校
3年 小

お
川
がわ

 さくら さん
「プールのときのうれしかった」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
プールのじゅぎょうの時に、友だちに、およぐのうまいねと、言ってもらえてと
てもうれしかった。それから、プールがたのしみになりました。

小島小学校
3年 小

お
椋
ぐら

 康
やす

史
ふみ

 さん
「ありがとう。助かるわあ」
ぼくは、食事の前に食器のじゅんびをしています。何が必ようか考えて運びます。
お母さんはそのとき、いつも「ありがとう。助かるわ。」とうれしそうに言ってく
れます。お母さんがえがおになるとぼくもうれしくなります。

養基小学校
3年 北

きた
浦
うら

 明
あか

莉
り

 さん
「すごいねありがとう」
お母さんがいそがしそうにしていたので、私が内しょでお昼ご飯をじゅんびしよ
うと玉子やきを作り、ご飯とテーブルに出しました。お母さんが「すごいね。あ
りがとう」とよろこんでくれて、私はとてもうれしくなりました。

大和小学校
4年 嵐

あらし
 優
ゆう

一
いち

 さん
「いっしょに遊ぼう。」
ぼくは昼休みに 1人で遊んでいました。ぼくの心の中ではさびしいなという気持
ちでした。そんな時クラスの人がいっしょに遊ぼう。と言ってくれました。その
言葉にぼくはうれしくなりました。これからは友達を大切にしていきます。

北方小学校
4年 杉

すぎ
山
やま

 華
は

七
な

乃
の

 さん
「また明日」
友達と遊んで、かいさんする時に「また明日、学校でね。」と私にとてもやさしく
言ってくれました。そのおかげで私は心が温かくなり、明日の学校がとても楽し
みになりました。私も友達にその言葉をかけて、心を温かくしたいです。
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清水小学校
4年

ペンネーム
ネコ さん

「クラスのみんなと仲よく遊んでいてすごいね」
教育相談の時、たんにんの先生に「クラスのみんなと仲よく元気に遊んでいてす
ごいね。」と言ってもらいました。今年は自分からクラスメイトにせっきょくてき
に声をかけて仲よくしたいと思っていたので、うれしかったです。

谷汲小学校
4年 久

く
保
ぼ

寺
でら

 綾
あや

美
み

 さん
「初めてなのにうまいね」委員会の仕事で放送をした時、いっしょにいてくれた先
生が、「初めてなのにうまいね」と言ってくれました。きんちょうしてたけど先生
の言葉でゆうきがもてました。

大和小学校
5年 伊

い
丹
たみ

 優
ゆう

結
ゆ

 さん
「ありがとう！！」
いつもサポーターさんがあさに、いつもついてきてくれたし、あつい日には、え
がおで「おかえり」などいってくれたから、わたしは、「ありがとう」といいたい
です。そして、あるいて学校へいくのがたのしくなりました。

清水小学校
5年 加

か
勢
せ

 悠
ゆう

真
ま

 さん
「とても助かったよ。」
ぼくは毎週ごみの日に、ごみ置き場までごみ袋を出す手伝いを続けている。おば
あちゃんが重いごみをだすのが大変そうだったので、学校へ行きながらごみを出
したら、「とても助かったよ。」と言ってくれたのが心があたたかくなった。

養基小学校
5年 橋

はし
爪
づめ

 友
ゆう

那
な

 さん

「ありがとう。これからも続けてね！」
私は４年生の時から「ボランティア」をがんばっています。今年五年生でまた、
がんばっています。そしたら、校長先生や担任の先生に、「がんばっていていいね。
『ありがとう。これからも続けてね！』と言われました。やってよかったと思いま
した。

養基小学校
5年 野

の
原
はら

 花
か

惠
え

 さん
「大丈夫、できるよ」
試合の始まる直前はいつも不安な気持ちになることが多いけれど、お母さんが毎
回必ず、「大丈夫、できるよ」とはげましてくれます。その言葉でホットします。
いつも応援ありがとうこれからもがんばるね！

大和小学校
6年

ペンネーム
ねこどら さん

「先ぱいからの一言」
先ぱいの家に行ったときに、先ぱいが「ストレスたまっとるやろ」と言ってくれ
ました。そのときにぼくの気持ちを話しました。相談できたので、うれしかった
です。

北方小学校
6年 高

たか
橋
はし

 直
なお

都
と

 さん
「おかえり」
いつも、下校のとちゅう近所のおばあちゃんが「おかえり」と、笑顔で言ってく
れます。ぼくの心は、ポカポカして、あったかくなりました。

谷汲小学校
6年 鳥

とり
越
ごえ

 心
こ

陽
はる

 さん
「どしたん、話し聞こか」
しょんぼりしてたときに同級生の友達が「どしたん、話し聞こか」と声をかけて
くれました。この話し方だったからなのか、心が軽くなって、元気をもらえたよ
うな気がしました。

養基小学校
6年 山

やま
田
だ

 煌
こう

晟
せい

 さん
「こんにちは」
休日近所のおばあちゃんに「こんにちは」と言われ心がとてもあたたかくなりま
した。次からは自分からあいさつができるようにしてみんなの心をあたたかくし
たいです。

揖斐川中学校
1年 田

た
口
ぐち

 こはる子
こ

 さん

今年から中学生に。緊張していたなか、「おはよう」と声をかけてくれて、班が変
わっても一緒にいてくれてありがとう。おかげで、中学校がとても楽しいところ
だと分かりました。それでも、少し疲れはじめていたとき、その友達は、他のク
ラスだけど友達をしょうかいしてくれました。すごく優しい人でした。その人は
別れるとき、「またね！」と言ってくれました。そんな一言がとてもあたたかく感
じて、その日は笑顔で帰りました。よく聞く「おはよう」「またね」にたくさんの
あたたかみがあることに気がついた 1学期でした。本当にありがとう。

毎月第３日曜日は家庭の日　－家族みんなで食事会毎月第３日曜日は家庭の日　－家族みんなで食事会－－ 揖斐川町青少年育成町民会議　家庭部会
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揖斐川町立図書館（いびがわ・谷汲・坂内図書館）

代表連絡先：いびがわ図書館（揖斐川町上南方 27-9）
　　　　　　電話 : 22-0219 ファックス : 22-0999
E - m a i l：tosho@town.ibigawa.lg.jp
休 館 日：毎週月曜日、図書整理日（２月 12 日）
　　　　　　祝日の翌日（２月 24 日）

いびがわ、谷汲、坂内図書館で所蔵している本は
3館のどこからでも借りることができます。

おはなし会
【いびがわ図書館】
▶日時　2月  7日（土）10:30～  おはなしの会 まど
	 2月21日（土）10:30～  おはなし たまご
	 2月28日（土）10:30～
	 　　　　　　おはなしポケットいび
KAPLA検定にちょうせん！
▶日時　2月14日（土）13:00 ～
　　　　2月28日（土）13:00～

12月14日（日）に、地域交流センターはなももにおいて開催しました。子どもた
ちも大人の方々も多く参加いただき、とても楽しいひとときを過ごすことができま
した。
おはなしボランティアの皆さまによる「大型紙しばい」、「エプロンシアター」、「パ
ネルシアター」、「人形劇」には、さまざまな演出があり、臨場感あふれるお話に、
会場は大喜びでした。
また、サイエンスワールドの講師をお迎えした「科学実験ライブ」にも多くの方
が参加され、液体窒素を使った実験にふれて、どきどき、わくわくの体験をしていただくことができました。
笑顔がいっぱいのイベントになりました。ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。

杉山茂夫様から頂戴いたしました寄附金を、ご遺族の意向で町立図書館の
図書購入に使わせていただいています。
今年は601冊の児童書を購入させていただき、これまでで2,299冊に
なりました。
より多くの方にお読みいただけるよう特別コーナーの書棚に配架しており
ます。ぜひご利用ください。

「杉山文庫」について

テーマ展示テーマ展示　難病図書フェア　難病図書フェア
　「世界希少・難治性疾患の日」に合わせて関連図書の展示を行います。
　難病や希少・難治性疾患について理解を深めていただく機会となっておりますので、ぜひ手に取って
お読みください。

期間：２月１日（日）～２月28日（土）

～2月の行事・休館日～～2月の行事・休館日～

▲科学実験ライブ

▲おはなしの会「まど」
大型紙しばい

▲おはなしポケットいび
エプロンシアター

▲おはなしたまご
パネルシアター

▲人形劇同好会「パクパク」
人形劇

冬のイベント冬のイベント「たっぷり おはなし会」と「科学実験ライブ」を開催しました「たっぷり おはなし会」と「科学実験ライブ」を開催しました
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ふ
る
さ
と
大
和
と
と
も
に
、
わ
く
わ
く

す
る
学
校
づ
く
り
を

�

揖
斐
川
町
立
大
和
小
学
校

１ 

ふ
る
さ
と
大
和
か
ら
大
切
に
さ
れ
る
子

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
朝
も
付
き

添
い
で
の
見
守
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。」子ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
サ

ポ
ー
タ
ー
さ
ん
に
、
毎
朝
校
門
で
あ
い
さ
つ

を
す
る
こ
と
か
ら
本
校
の
朝
は
始
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、近
所
の
大
人
で
あ
る
、

安
全
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
と
他
愛
も
な

い
話
を
し
た
り
、「
先
生
に
あ
い
さ
つ
し
な

さ
い
よ
。」「
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
手
を
出
し
て
。」

な
ど
と
促
さ
れ
た
り
、
時
に
は
悩
み
を
打
ち

明
け
た
り
し
な
が
ら
登
下
校
し
て
い
ま
す
。

本
校
児
童
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
日
常

で
す
が
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
急
速
に
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
も
の
が
、
変
わ
ら
ず
大
切
に
続

い
て
い
る
こ
と
は
、
揖
斐
川
町
の
あ
り
が
た

い
文
化
で
す
。

ま
た
、
本
校
で
は
、
地
域
の
専
門
的
な
立

場
の
方
を
講
師
に
お
招
き
し
た
教
育
課
程
を

設
定
し
て
い
ま

す
。「
わ
く
わ

く
す
る
学
校
」

づ
く
り
に
努
め

て
い
る
本
校
で

す
が
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て

非
日
常
の
外
部

講
師
の
授
業

は
、
目
を
輝
か

せ
て
参
加
し
ま

す
。

今
年
度
も
す

で
に
、
近
隣
大

学
や
、
地
域
の

助
産
院
、
町
の

災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど

様
々
な
方
に
、

授
業
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
ど
な
た
も

本
校
児
童
の
た

め
に
熱
心
に
ご

指
導
く
だ
さ
り
、
心
に
残
る
言
葉
を
残
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
命
の
神
秘
や
か
け
が
え

の
な
さ
、
身
体
能
力
の
飛
躍
へ
の
憧
れ
、
地

域
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
の
意
義
や
防

災
・
防
犯
の
た
め
の
自
助
・
共
助
の
重
要
性

な
ど
を
体
感
し
た
り
実
演
を
見
た
り
し
て
学

ぶ
と
と
も
に
、
地
域
の
専
門
的
な
立
場
の
方

と
触
れ
合
う
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

２ 

ふ
る
さ
と
大
和
を
大
切
に
す
る
子

こ
う
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
や
、
地
域
と
結

び
付
き
の
深
い
教
育
課
程
を
設
定
す
る
こ
と

の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
一
員
と
し
て
主
体
的
に
体
験
活
動

や
課
題
解
決
学
習
に
取
り
組
み
、
ふ
る
さ
と

大
和
を
守
り
育
て
る
た
め
に
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
見
つ
け
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
。地

域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
を

大
切
に
見
守
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
「
わ

く
わ
く
す
る
学
校
」
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
歩
む
北
方
小
学
校

�

揖
斐
川
町
立
北
方
小
学
校

「
ふ
る
さ
と

岐
阜
で
育
ん
だ

自
信
と
誇
り
を

胸
に
、
よ
り
よ

い
未
来
の
実
現

に
挑
み
続
け
る

人
」。
こ
れ
は

第
４
次
岐
阜
県

教
育
振
興
基
本

計
画
に
示
さ
れ

た
目
指
す
人
間

像
で
す
。
こ
れ
を
受
け
、
本
校
で
は
「
地
域

と
と
も
に
あ
る
北
方
小
学
校
～
つ
な
が
り
と

支
え
合
い
～
」を
掲
げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

校
区
に
は
坂
内
、
藤
橋
、
久
瀬
、
北
方
の

四
地
区
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
が
あ
り
、
踊
り

で
は
、「
川
上
ほ
う
ろ
踊
り
」「
広
瀬
太
鼓
踊

り
」「
坂
本
太
鼓
踊
り
」「
諸
家
太
鼓
踊
り
」

「
八
幡
神
楽
」「
白
山
権
現
祭
り
」「
東
津
汲

鎌
倉
踊
り
」「
三
倉
の
太
鼓
踊
り
」「
北
方
踊

り
」
等
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
歴
史
の
重

み
を
感
じ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
地
域
の

豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
知
り
、
人
々

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
た
く
ま
し
く

生
き
る
基
盤
が
育
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

１ 
自
然
を
知
る

面
積
の
90
％
以
上
が
森
林
と
い
う
町
の
特

色
を
踏
ま
え
、
毎
年
４
年
生
が
森
林
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
み
ど
り
の
少
年
団
」
と

し
て
、
地
域
の
森
林
の
保
全
や
整
備
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
さ
ら
に
砂
防

ダ
ム
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

２ 

歴
史
・
文
化
を
知
る

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
の
館
長
か
ら
校

区
や
町
の
伝
統
芸
能
に
つ
い
て
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん

の
踊
り
が
あ
る
の
だ
と
知
り
、
先
人
の
思
い

に
触
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
北
方

踊
り
」を
保
存
会
の
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

運
動
会
や
公
民
館
祭
り
で
披
露
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
地
区
の
神
社
祭
礼
の
巫
女
舞

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

３ 

人
々
と
の
交
流
を
深
め
る

毎
年
、
北
方
地
域
資
源
保
全
隊
の
方
々
の

協
力
で
、
５
年
生
が
米
作
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
低
学
年
で
は
地
元
の
ス
ー
パ
ー
や
事
業

所
な
ど
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
社
会
の
仕
組

み
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
さ

ら
に
地
元
出
身
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
招

い
て
の
講
演
会
や
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
度
は
「
ク
ラ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
を
通
っ

て
、
隣
接
す
る
福
井
県
池
田
町
立
池
田
小
学

校
と
の
交
流
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
域
を

知
り
、
人
々
と
触

れ
合
い
、
他
地
域

と
も
交
流
し
て
い

く
中
で
ふ
る
さ
と

を
再
認
識
し
、
誇

り
と
愛
着
を
育

み
、
た
く
ま
し
く

生
き
る
基
盤
づ
く

り
を
進
め
て
い
く

所
存
で
す
。

�

参
考
文
献
「
揖
斐
川
町
の
文
化
財
」（
図
録
）
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揖
斐
川
町
の
将
来
を
見
据
え
た
学
校

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

12
月
13
日（
土
）、
小
中
学
校
の
適
正
規

模
、
適
正
配
置
お
よ
び
必
要
な
教
育
環
境
に

つ
い
て
、先
行
す
る
自
治
体
の
事
例
に
学
び
、

今
後
の
学
校
教
育
の
在
り
方
を
町
民
の
皆
さ

ま
と
考
え
る
契
機
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。会
場
に
は
、

審
議
会
委
員
を
始
め
、
町
内
外
か
ら
１
０
０

名
を
超
え
る
皆
さ
ま
の
参
加
を
得
て
、
活
発

な
意
見
交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
１

「
海
津
市
立
海
津
小
学
校
の
誕
生
に
込
め
た
願
い
」

�

（
海
津
市
教
育
長 

服
部
公
彦 

様
）

事
例
発
表
１
で
は
、
５
つ
の
小
学
校
を
１

校
に
す
る
と
い
う
大
規
模
な
学
校
再
編
に
込

め
ら
れ
た
願
い
や
意
向
、
統
合
に
あ
た
っ
て

の
課
題
等
に

つ
い
て
話
し

て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、

統
合
後
１
年

を
経
た
現
在

の
学
校
の
様

子
に
つ
い
て

教
え
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。

《
基
本
的
な
考
え
方
》

・�

保
護
者
や
地
域
住
民
等
と
の
十
分
な
共
通

理
解
を
図
る
こ
と

・�

子
ど
も
た
ち
の
教
育
条
件
の
整
備
・
改
善

の
観
点
を
中
心
に
据
え
る
こ
と

・�

若
者
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
の

海
津
市
を
創
っ
て
い
く
象
徴
に
す
る
こ
と

《
開
校
後
の
成
果
と
課
題
》

・�

学
校
運
営
協
議
会
を
核
に
し
た
地
域
と
連

携
し
た
学
校
づ
く
り
が
進
ん
だ
。

・�

子
ど
も
た
ち
は
集
団
の
中
で
多
く
の
経
験

を
し
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
協
調

性
の
向
上
が
み
ら
れ
る
。

・�

バ
ス
通
学
に
関
す
る
こ
と
等
、
よ
り
き
め

細
か
く
情
報
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

事
例
発
表
２

「
義
務
教
育
学
校
の
魅
力
と
課
題
」

�

（
岐
阜
市
教
育
長 

水
川
和
彦 

様
）

事
例
発
表
２
で
は
、
義
務
教
育
学
校
に
関

す
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
示

唆
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
岐
阜
市
で
進
め
ら

れ
て
い
る
義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
つ
い
て

情
報
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
特
色
①
》
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実

・�

小
中
両
免
許
所
有
教
員
の
兼
務
に
よ
り
専

門
性
の
高
い
教
科
指
導
を
実
施
す
る
。

《
特
色
②
》
９
年
間
の
系
統
的
な
教
育

・�

切
れ
目
の
な
い
９
年
連
続
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム（
教
育
課
程
）を
編
成
・
実
施
す
る
。

《
特
色
③
》
学
び
と
成
長
の
連
続
性
の
保
障

・�

全
校
共
通
の
目
標
設
定
と
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

（
互
い
の
経
験
や
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、

助
け
合
う
こ
と
）を
日
常
的
に
行
う
。

《
特
色
④
》
学
校
と
地
域
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト

・�

ふ
る
さ
と
の
強
力
な
教
育
資
源（
ひ
と
・

こ
と
・
も
の
）を
授
業
等
に
活
か
す
。

《
特
色
⑤
》
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
導
入

・�

９
年
間
一
貫
し
て
取
り
組
む
「
ふ
る
さ
と

学
習
」
を
特
別
な
教
科
と
し
て
実
施
す
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
意
見
交
流
）

秋
山
委
員
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
有
識
者
、
地
域
代
表
者
お
よ
び
保
護
者

の
各
委
員
と
事
例
発
表
者
が
ス
テ
ー
ジ
上
で

互
い
の
考
え
を
伝
え
合
い
、
フ
ロ
ア
ー
の
皆

さ
ん
と
も
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

・�

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
学
習
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。
社
会
の
変
化
を
見
据
え
た
教
育
と
し

て
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
。

・�

地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
地
元
を
離

れ
て
も
揖
斐
川
町
の
こ
と
が
大
好
き
で
い

て
く
れ
る
よ
う
に
思
う
。

・�

地
域
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
や
少

人
数
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
が
行
き

渡
っ
て
い
る
。
一
方
で
少
子
化
が
進
む
中

で
教
育
の
質
の
低
下
や
子
ど
も
た
ち
の
人

間
関
係
の
固
定
化
も
懸
念
さ
れ
る
。

・�

統
合
し
て
新
し
い
学
校
を
造
る
と
な
る
と

多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
る
た
め
、
現
在

の
校
舎
を
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
た
い
。

・�

人
間
関
係
の
中
で
生
じ
る
息
苦
し
さ
等
の

心
理
的
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

に
な
る
。

そ
の
た
め

に
は
環
境

変
化
に
よ

る
気
分
の

一
新
が
有

効
で
あ

り
、
学
級

編
制
に
よ

る
ク
ラ
ス

替
え
も
そ

の
一
つ
と

言
わ
れ
て

い
る
。

・�

義
務
教
育
学
校
の
仕
組
み
は
と
て
も
よ
い

と
思
っ
た
が
、
幼
児
園
か
ら
小
学
校
に
進

学
し
て
45
分
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
抵

抗
感
の
あ
る
子
ど
も
も
い
る
。
こ
れ
を
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
９
年
間
の
学

校
生
活
も
う
ま
く
成
長
し
て
い
け
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
始
ま
り
、地
区
集
会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
の
審
議
会
で
は
こ
れ
ら
を
分
析
し
、
こ

れ
か
ら
の
揖
斐
川
町
に
と
っ
て
必
要
な
教
育

環
境
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母
さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用
できる場所です。気軽にお出かけください。できる場所です。気軽にお出かけください。

◇通信ピッコロを中旬に発行しています。◇通信ピッコロを中旬に発行しています。
　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な
どに置いてあります。どに置いてあります。

◇ホームページ◇ホームページ
　揖斐川町　　　揖斐川町　　https://www.town.ibigawa.lg.jphttps://www.town.ibigawa.lg.jp
　揖斐幼稚園　　揖斐幼稚園　https://www.ibi-youchien.ed.jphttps://www.ibi-youchien.ed.jp

２月の活動予定　行事の申込みは、前月第３水曜日より実施日前日まで受付けています。（電話予約不可）
日 月 火 水 木 金 土

1 2
英語であそぼう

3
豆まき

4 5
音楽のひろば
ハーモ二―

6
アップルキッズ

7

8 9
発育測定

10 11
建国記念の日建国記念の日

12
年齢別交流
りんごグループ

13
アップルキッズ

14

15 16
ヨガ教室

17
年齢別交流
いちごグループ

18
アップルキッズ

19
年齢別交流　　
さくらんぼグループ

20
お話ルーム
誕生会

21
開館日

22 23
天皇誕生日天皇誕生日

24 25
年齢別交流　　
ひよこグループ
教えてドクター

26
ベビーマッサージ

27
アップルキッズ

28

子育て支援センターは、子ども（０～18歳未満）に関するあらゆる相談窓口です。
一人で悩まないで気軽にご相談ください。
◎育児相談は毎日、子育て支援センターで直接受け付けています。
◎行事など変更、中止になる場合もありますので、事前にお問い合せください。

◎町内の幼児園　なかよしタイム
　毎月第２水曜日
　時間：10：00~11：00（園庭開放）
　※雨天の場合は中止とさせていただきます。
◎揖斐幼稚園の開放日
　２月４日（水）
　直接幼稚園へお申込みください。
　℡22-6008（当日可）

揖斐川
揖斐川町上南方 193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　  9：00 ～ 16：00

りんごグループ	 （2022.4.2生～2023.4.1生）	

 いちごグループ	 （2023.4.2生～2024.4.1生）	

さくらんぼグループ	（2024.4.2生～2025.4.1生）	
ひよこグループ	 （2025.4.2生～現在）	

２月の年齢別交流２月の年齢別交流 同じ年に生まれたお子さんと親さんの
交流の時間です

『おひなさま制作』『おひなさま制作』
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揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。
～子育て支援センターの紹介～

�

～
き
よ
み
ず
幼
児
園
～

　
き
よ
み
ず
幼
児
園
で
は
、
毎
日
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て

い
ま
す
。
あ
る
絵
本
を
読
み
終
え
た
と
き
、「
か
え
る
に
は
本

当
に
お
へ
そ
が
な
い
の
？
」
と
い
う
疑
問
が
子
ど
も
た
ち
か
ら

出
ま
し
た
。
こ
の
純
粋
な
疑
問
が
探
求
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
ま
ず
は
図
鑑
で
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
保
育
室
に
あ
る
図

鑑
は
ど
れ
も
お
腹
が
写
っ
て
い
ま
せ
ん
。
次
に
遊
戯
室
に
あ
る

分
厚
い
図
鑑
を
持
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
期
待
を
込
め
て

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、
お
腹
が
写
っ
て
い
る
写
真
を
発
見
！
　

お
へ
そ
が
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
本
物
の
か
え
る
を
見
て
確
認
し
た
く
な
り
ま
し

た
。
で
も
、
今
の
時
期
に
か
え
る
は
見
か
け
ま
せ
ん
。
芋
掘
り

の
と
き
、
か
え
る
を
見
か
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
畑
へ
行
く
と
、

冬
眠
中
の
か
え
る
を
見
つ
け
、
観
察
ケ
ー
ス
に
そ
っ
と
入
れ
て
、

お
へ
そ
探
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
お
腹
を

観
察
し
「
な
い
ね
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
瞬
間
、
子
ど
も
た

ち
の
表
情
は
驚
き
と
納
得
が
入
り
混

じ
っ
て
い
ま
し
た
。
絵
本
で
知
っ
た
こ

と
が
目
の
前
の
現
実
と
結
び
つ
い
た
の

で
す
。

　
こ
の
か
え
る
の
お
へ
そ
探
し
は
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
で
終
わ
ら
ず
、
実
体
験

と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の

知
的
好
奇
心
と
生
命
へ
の
尊
重
を
育
む

貴
重
な
活
動
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

お
へ
そ
の
あ
る
な
し
で
生
き
物
の
仲
間

（
種
類
）を
知
り
ま
し
た
。
　
　

　
こ
れ
か
ら
も
、
絵
本
の
世
界
か
ら
現

実
の
世
界
へ
と
興
味
を
広
げ
た
り
、
体

験
を
通
し
て
深
い
学
び
へ
と
繋
げ
ら
れ

る
よ
う
、
読
み
聞
か
せ
の
時
間
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
え
る
に
は
お
へ
そ
が
な
い
の
？

か
え
る
に
は
お
へ
そ
が
な
い
の
？

クリスマス会クリスマス会
　支援センターにてクリスマス会を行いました。当日は、親子で参加できるゲームや、ママたちによるハンドベル　支援センターにてクリスマス会を行いました。当日は、親子で参加できるゲームや、ママたちによるハンドベル
演奏やピアノ・リコーダー演奏などがあり、センターはやさしい音色とあたたかな雰囲気になりました。演奏やピアノ・リコーダー演奏などがあり、センターはやさしい音色とあたたかな雰囲気になりました。
　子どもたちは、サンタクロースの帽子や衣装を身につけて参加し、とてもかわいらしい姿を見せてくれました。　子どもたちは、サンタクロースの帽子や衣装を身につけて参加し、とてもかわいらしい姿を見せてくれました。
また、サンタクロースの登場に、子どもたちは大喜び。プレゼントとお菓子を受け取り、笑顔いっぱいの楽しい時また、サンタクロースの登場に、子どもたちは大喜び。プレゼントとお菓子を受け取り、笑顔いっぱいの楽しい時
間になりました。間になりました。

毎年2月は「全国生活習慣病予防月間」です。
一般社団法人日本生活習慣病予防協会により、毎年2月が全国生活習慣病予防月間と定められました。

２０２６年スローガン　「幸せは足元から　多く動いて健康を実感」

健康標語『一無、二少、三多』より「多動」をテーマとし、スローガンが決定しました！
全国生活習慣病予防月間2026の強化テーマである「多動」には、 今より10分多くからだを
動かすことを意識してほしいという思いが込められています。

『一無、二少、三多』は、日常心がけたい生活習慣をわかりやすく表現した6つの健康標語〔一無：
無煙・禁煙、二少：少食（食事は腹八分目）、少酒（お酒はほどほど）、三多：多動（体を多く動かす）、
多休（しっかり休養をとる）、多接（多くの人・物・事に接する）〕で構成されます。

日本生活習慣病予防協会のHPより
生活習慣病を防ぐには、日頃の体調、身体の些細な変化など、つねに自分自身の健康に目を
向け、若い頃から適正な生活習慣を獲得し維持することが大切です。
保健センターでは、健幸ポイント事業・にこにこ運動を実施しています。ぜひ、皆さまの健
康づくりにご活用ください。　　　　　　　　　　　　　揖斐川保健センター　℡23-1511

▲日本生活習慣病
　予防協会HP　
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令和７年第５回揖斐川町議会定例会が、12月５日から12日までの８日間の会期で開催されま
した。
初日には、町長から条例案件８議案、予算案件２議案、その他の案件13議案、合計23議案
が提出され、提案説明が行われました。また、専決処分された１案件が報告されました。こ
のうち４議案が可決され、残りの議案の審査は各委員会に付託されました。
８日には、総務文教・民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審
査が行われました。
11日の本会議では、５名の議員が一般質問を行いました。
12日の定例会最終日には、付託された議案の審査結果について各委員長から報告がされ、
採決の結果すべての議案が原案のとおり可決されました。
本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問および答弁の要旨は次のとおりです。

第５回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
指
定
公
金

事
務
取
扱
者
お
よ
び
公
金
事
務
の
委
託
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
等
の
改
正
が

さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
議
会
議
員
及
び
揖
斐
川
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
国
政
選
挙

に
お
け
る
選
挙
公
営
の
単
価
が
改
正
さ

れ
、
公
費
負
担
の
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
超
過
勤
務

の
免
除
の
見
直
し
、
お
よ
び
介
護
を
行
う

職
員
へ
の
情
報
提
供
・
意
向
確
認
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
霊
柩
自
動
車
使
用
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

車
両
を
廃
棄
す
る
た
め
同
条
例
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
立
図
書
館
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

坂
内
図
書
館
を
坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー
図

書
室
に
変
更
す
る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

原
子
力
複
合
災
害
発
生
時
の
川
上
地
区

孤
立
対
策
と
し
て
、
ヘ
リ
の
緊
急
離
着
陸

場
の
整
備
を
行
う
事
業
用
地
内
に
あ
る
坂

内
民
俗
資
料
館
を
取
り
壊
す
こ
と
に
伴
い

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
保
育
所
等

の
職
員
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る
通
報
義
務

等
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
、
並
び
に
内
閣
府

令
に
お
い
て
、
乳
幼
児
健
診
の
結
果
を
保

育
所
等
の
健
康
診
断
に
変
え
る
こ
と
が
可

能
と
さ
れ
た
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
乳
児
等
通

園
支
援
事
業（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）

を
実
施
す
る
事
業
者
を
町
が
認
可
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
た
め
、
新
た
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算

人
件
費
の
補
正
、
令
和
６
年
度
歳
計
剰

余
金
に
係
る
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金

お
よ
び
農
地
、
農
業
施
設
災
害
復
旧
工
事

な
ど
、
総
額
で
３
億
５
，４
８
０
万
円
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
な

ど
、
総
額
で
２
８
４
万
４
千
円
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
案
件

○
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

�

株
式
会
社
ジ
ェ
ッ
ク
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
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令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
坂
内
バ
イ
ク
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
久
保
田
工
務
店

指
定
の
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
第
３
次
総
合
計
画
基
本
構
想
を

定
め
る
こ
と

令
和
８
年
度
か
ら
10
年
間
の
揖
斐
川
町

第
３
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

○
財
産
の
処
分

上
野
中
部
複
合
集
会
施
設
を
地
縁
団
体

「
中
部
公
民
館
」
に
無
償
で
譲
渡
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

○
財
産
の
処
分

𦙾
永
中
村
複
合
集
会
施
設
を
地
縁
団
体

「
中
村
自
治
会
」
に
無
償
で
譲
渡
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

○
字
の
区
域
の
変
更

土
地
区
画
整
理
事
業
実
施
に
伴
い
換
地

処
分
を
行
う
た
め
、
字
の
区
域
を
変
更
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

報
告
案
件

次
の
１
件
が
議
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

町
道
上
に
お
け
る
事
故
の
損
害
賠
償
額

の
決
定
お
よ
び
和
解
に
つ
い
て

常
任
委
員
会

本
会
議
で
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
民
生

建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
、
12
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審

指
定
の
期
間　

�

令
和
８
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
谷
汲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

�

社
会
福
祉
法
人
大
和
社
会

福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー

指
定
の
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定

○
揖
斐
川
町
坂
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
も
み
の
木
）及
び
揖
斐
川
町
介
護
指
導
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

�

社
会
福
祉
法
人
揖
斐
川
町

社
会
福
祉
協
議
会

指
定
の
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
尚
和
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法
人
浩
仁
会

指
定
の
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
福
祉
作
業
所
の
指
定
管
理
者
の

指
定（
福
祉
作
業
所
い
ず
み
）

指
定
管
理
者　

�

社
会
福
祉
法
人
大
和
社
会

福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー

指
定
の
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
診
療
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
（
い
び
が
わ
診
療
所
）

指
定
管
理
者　

�

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療

振
興
協
会

指
定
の
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
春
日
観
光
案
内
所
兼
農
林
産
物

直
売
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

合
同
会
社
い
び
は
る
商
舎

指
定
の
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
揖
斐
川
町
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

坂
内
民
俗
資
料
館
を
閉
館
す
る
こ
と
に

伴
う
改
正
で
あ
る
が
、取
り
壊
す
理
由
は
。

Ａ　

原
子
力
複
合
災
害
時
の
川
上
地
区
孤
立

対
策
と
し
て
整
備
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
緊

急
離
着
陸
場
用
地
に
支
障
が
あ
る
。
ま

た
、
利
用
者
数
が
少
な
い
中
、
移
築
に
は

高
額
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
町
村

合
併
後
進
め
て
い
る
類
似
施
設
の
再
編
の

一
環
と
し
て
取
り
壊
す
こ
と
と
し
た
。

Ｑ　

文
化
財
指
定
解
除
の
経
緯
は
。

Ａ　

坂
内
区
長
会
、
文
化
財
審
議
会
、
文
化

財
保
護
協
会
、
教
育
委
員
会
で
説
明
・
協

議
し
、
指
定
解
除
の
同
意
を
得
た
。

○
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定

Ｑ　

現
在
の
指
定
管
理
者
か
ら
新
規
の
事
業

者
に
変
更
す
る
理
由
は
。

Ａ　

２
社
か
ら
申
請
が
あ
り
、
学
識
経
験
者

で
構
成
す
る
外
部
評
価
会
議
で
の
プ
レ
ゼ

ン
、
質
疑
を
経
て
採
点
し
た
結
果
、
新
規

事
業
者
が
高
得
点
を
得
た
た
め
。

Ｑ　

現
在
の
指
定
管
理
者
が
自
主
事
業
で
行
っ

て
い
る
各
種
教
室
等
は
継
続
さ
れ
る
か
。

Ａ　

利
用
者
か
ら
の
要
望
も
あ
る
の
で
、
新

し
い
指
定
管
理
者
に
継
続
を
働
き
か
け
る
。

○
揖
斐
川
町
診
療
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
（
い
び
が
わ
診
療
所
）

Ｑ　

指
定
期
間
を
２
年
と
す
る
理
由
は
。

Ａ　

当
該
指
定
管
理
者
が
管
理
す
る
他
の
診

療
所
の
指
定
期
間
と
合
わ
せ
る
た
め
。

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

分
収
造
林
地
立
木
購
入
の
経
緯
は
。

Ａ　

国
と
の
契
約
が
今
年
度
末
に
満
了
と
な

る
た
め
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
国
の
持
ち
分

を
３
７
１
万
円
で
購
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

Ｑ　

科
目
に
よ
っ
て
職
員
の
給
料
や
手
当
の

額
に
顕
著
な
増
減
が
あ
る
理
由
は
。

Ａ　

職
員
の
異
動
・
昇
格
・
採
用
・
退
職
等

に
よ
り
予
算
額
を
整
理
し
た
も
の
で
、

　

全
体
で
１
，５
８
８
万
円
の
減
額
補
正
と

な
る
。

ここが聞きたい
一般質問

議員５名が町政を問う
本定例会の一般質問の要旨をお知本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。らせします。

質問の全文は
こちらから
ご覧ください。

※公式の会議録ではありません。

衣 

斐 

良 

治 

議
員

1�

、
公
民
館
等
のW

i-Fi

環
境
の
整
備
に
つ

い
て

公
民
館
は
様
々
な
事
業
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
令
和
３
年
12
月
議
会
でW

i-Fi

環
境
の

整
備
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
あ
り
、
整
備
し

た
場
合
の
利
用
方
法
な
ど
事
前
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
公
民
館
は
災
害
時
の
避
難

所
と
な
っ
て
お
り
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い

う
内
容
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

①
そ
の
後
、
４
年
程
経
過
す
る
が
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

②
公
民
館
の
機
能
強
化
、
災
害
対
策
の
強
化

と
し
て
、
必
要
な
環
境
整
備
だ
と
考
え
る
が

い
つ
整
備
さ
れ
る
の
か
。
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込
み
に
つ
い
て

県
と
の
協
議
状
況
、
町
道
拡
幅
工
事
の
進

捗
、
開
通
の
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。
ま
た
、
町
と
し
て
早
期
開
通
に
向
け

た
県
へ
の
働
き
か
け
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

②
企
業
誘
致
・
商
業
振
興
・
観
光
振
興
へ
の

波
及
効
果
と
具
体
策
に
つ
い
て

東
海
環
状
自
動
車
道
や
都
市
計
画
道
路
の

開
通
効
果
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、
町
と
し

て
企
業
誘
致
用
地
の
具
体
的
な
候
補
地
「
受

け
皿
整
備
」
を
既
に
進
め
て
い
る
の
か
。
具

体
的
な
戦
略
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
今
後
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
創
出
、

福
井
県
池
田
町
・
越
前
市
と
の
連
携
企
画
、

観
光
促
進
の
た
め
の
施
策
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
い
つ
か
ら
実
行
す
る

の
か
。

③
次
期
総
合
計
画
と
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
地
域
発
展
に
つ
い
て

広
域
交
通
網
を
現
在
作
成
中
の
揖
斐
川
町

第
３
次
総
合
計
画
の
「
核
」
と
し
て
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
、
具
体
的
か
つ
定
量
的
な
成

果
目
標
を
設
定
す
べ
き
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

町 

長

①
工
事
は
、
岐
阜
県
揖
斐
土
木
事
務
所
で
進

め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
現
在
は
白
石
川
工

区
と
し
て
橋
梁
工
事
お
よ
び
用
水
の
サ
イ

フ
ォ
ン
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
現
場
の
地
盤
状
況
が
悪
い
こ
と
か
ら
工

事
が
難
航
し
、
想
定
以
上
に
時
間
を
要
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
白
石
川
工
区
が
完
成
す
る
と
、
大
野

町
か
ら
七
間
町
の
旧
揖
斐
厚
生
病
院
北
の
交

差
点
ま
で
が
つ
な
が
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ

ら
、
地
域
や
行
政
に
は
、
様
々
な
資
源
や
人

材
を
活
用
し
て
、
多
様
な
活
動
を
提
供
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

家
庭
・
地
域
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
、
互
い
に
補
完
し
た
り
、
協
働
し

た
り
す
る
こ
と
で
多
様
な
体
験
活
動
の
機
会

は
一
層
拡
充
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

③
教
育
委
員
会
で
は
、
子
供
た
ち
に
多
様
な

体
験
活
動
を
提
供
す
る
た
め
、
国
や
県
、
関

係
団
体
、
民
間
企
業
等
と
の
連
携
も
大
切
に

し
て
お
り
、
現
在
、
社
会
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
23
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
、
子
供
た
ち
が
見
た
り
、
触
れ
た

り
、
や
っ
て
み
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

様
々
な
活
動
が
持
続
可
能
な
も
の
と
な
る
よ

う
応
援
し
て
い
る
。

④
現
段
階
で
は
、
体
験
活
動
に
関
す
る
現
況

調
査
や
資
源
調
査
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
が
、
既
存
の
調
査
や
、
例
年
の
「
事
務

事
業
点
検
評
価
・
外
部
評
価
」
等
を
通
し

て
、
提
供
し
て
い
る
体
験
活
動
の
内
容
や
方

法
に
つ
い
て
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
善

を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

河 

瀬 

和 

行 

議
員

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
る
地
域
発

展
に
つ
い
て

国
道
４
１
７
号
冠
山
峠
道
路
の
開
通
、
東

海
環
状
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
各
方
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
し
た
。
町
内
で

は
、
都
市
計
画
道
路
大
野
揖
斐
川
線
の
工
事

が
進
み
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が

大
き
く
動
き
始
め
て
い
る
。

①
都
市
計
画
道
路
大
野
揖
斐
川
線
の
開
通
見

町 

長
令
和
3
年
12
月
議
会
の
答
弁
以
降
、
町
内

14
の
公
民
館
に
お
い
て
、
施
設
設
備
の
充
実

を
図
る
た
め
、
空
調
機
器
の
設
置
・
修
繕
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、W

i-Fi

環
境
の
整
備
等
に
優
先
順
位
を

設
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

W
i-Fi

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
要
望
は
少
な
い
も
の
の
、
公
民
館
が

地
域
の
学
び
の
拠
点
で
あ
り
、
災
害
時
の
避

難
所
に
も
指
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育

委
員
会
が
保
有
す
る
16
台
の
モ
バ
イ
ル
型

W
i-Fi

ル
ー
タ
ー
を
必
要
に
応
じ
て
貸
し
出

し
て
対
応
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
特
に
問
題
等
は
な
く
、
公
民
館

長
会
等
で
も
特
に
要
望
も
な
い
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
こ
う
し
た
貸
し
出
し
で
対
応
し
て

い
く
。

衣 

斐 

良 

治 

議
員

２
、
多
様
な
体
験
活
動
機
会
の
拡
充
に
つ
い
て

文
科
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

と
、「
体
験
活
動
は
、
豊
か
な
人
間
性
、
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
な
ど
の
生
き
る
力

の
基
盤
、
子
ど
も
の
成
長
の
糧
と
し
て
の
そ

の
役
割
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま

り
思
考
や
実
践
の
出
発
点
あ
る
い
は
基
盤
と

し
て
、
あ
る
い
は
、
思
考
や
知
識
を
働
か

せ
、
実
践
し
て
、
よ
り
よ
い
生
活
を
創
り
出

し
て
い
く
た
め
に
体
験
が
必
要
で
あ
る
。」

と
さ
れ
て
い
る
。

①
体
験
活
動
が
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か

教
育
的
意
義
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

②
す
べ
て
の
子
ど
も
が
十
分
な
体
験
が
で
き

る
よ
う
に
ど
う
や
っ
て
多
様
な
体
験
活
動
の

機
会
を
拡
充
し
て
い
く
の
か
。

③
体
験
活
動
の
提
供
者
が
民
間
で
あ
る
場
合

に
は
経
費
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
多
く
の
体
験
機
会
が

届
け
ら
れ
る
よ
う
、
奨
励
ク
ー
ポ
ン
な
ど
経

済
的
支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。

④
体
験
活
動
に
関
し
て
、
現
況
調
査
、
資
源

調
査
、
対
応
策
な
ど
の
検
討
を
始
め
て
は
ど

う
か
。

教
育
長

①
体
験
活
動
の
教
育
的
意
義
に
つ
い
て
は
、

子
供
た
ち
が
、
自
然
や
人
、
生
活
や
社
会
と

の
直
接
的
・
間
接
的
な
関
わ
り
を
通
し
て
、

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
み
、
問
題
解

決
能
力
等
の
育
成
や
自
己
肯
定
感
の
醸
成
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
点
に
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
体
験

活
動
を
、
少
子
化
や
経
済
格
差
等
の
問
題
が

顕
在
化
し
て
い
る
今
日
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
の

子
に
も
保
障
で
き
る
よ
う
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
視
点
か
ら
、
家
庭
・
地
域
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

②
ま
ず
は
、
各
家
庭
に
お
い
て
わ
が
子
の
興

味
・
関
心
や
、
伸
ば
し
た
い
個
性
・
能
力
に
応

じ
た
体
験
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

　

例
え
ば
、
休
日
を
利
用
し
て
図
書
館
や
博

物
館
に
出
か
け
た
り
、「
家
庭
の
日
」
に
家

族
そ
ろ
っ
て
野
外
活
動
を
し
た
り
す
る
な

ど
、
学
び
の
楽
し
さ
や
家
族
の
絆
の
大
切
さ

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
う
。
そ

の
う
え
で
、
必
ず
し
も
十
分
な
体
験
を
保
障

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
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見
直
し
て
、
適
切
に
保
育
士
の
配
置
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
た
め
年
度
当
初
に
お

い
て
は
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
新
規
受
入
が
困

難
と
言
う
こ
と
は
な
く
入
園
で
き
な
い
子
ど

も
は
い
な
い
。

た
だ
し
、
年
度
途
中
か
ら
の
入
園
と
な
る

と
、
保
育
士
の
配
置
等
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
希
望
ど
お
り
の
幼
児
園
に
入
園
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
、
町
内
で

定
員
に
余
裕
の
あ
る
幼
児
園
や
町
内
の
私
立

の
保
育
所
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
入
園
で
き

る
よ
う
様
々
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
保
育
実
習

生
へ
の
採
用
情
報
の
提
供
や
、
修
学
資
金
貸

付
制
度
の
導
入
等
に
よ
り
少
し
ず
つ
成
果
が

出
て
き
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
「
安
心

し
て
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
」
に
向
け
て
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

②
早
朝
保
育
・
延
長
保
育
に
関
し
て
は
、
基

本
的
に
正
職
員
の
保
育
士
で
対
応
し
て
い
る
。

近
年
、
修
学
資
金
貸
付
制
度
等
の
効
果
も

あ
っ
て
、
保
育
士
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い

る
が
、
一
方
で
離
職
や
育
児
休
業
の
取
得
等

も
あ
り
、
依
然
と
し
て
保
育
士
不
足
の
状
況

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
導
入
は
、
人

員
が
十
分
に
充
足
し
て
い
る
場
合
に
は
有
効

で
あ
る
が
、
保
育
士
の
確
保
が
十
分
で
な
い

現
在
の
人
員
で
は
負
担
軽
減
に
な
ら
な
い
た

め
、
ま
ず
は
正
職
員
の
保
育
士
を
増
や
す
こ

と
に
尽
力
し
、
今
後
と
も
安
全
・
安
心
で
利

便
性
の
高
い
保
育
の
提
供
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

③
年
間
の
出
生
数
が
50
人
前
後
と
な
っ
て
い

る
現
在
に
お
い
て
、
求
め
ら
れ
る
幼
児
園
の

あ
り
よ
う
を
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

の
先
、
国
道
４
１
７
号
ま
で
の
七
間
町
工
区

３
０
０
ｍ
区
間
は
、
多
く
の
住
家
が
立
ち
並

ん
で
お
り
、
莫
大
な
予
算
と
多
く
の
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
開
通
時
期
は
未
定

で
あ
る
。

一
方
、
町
で
は
都
市
計
画
道
路
本
線
開
通

ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
旧
揖
斐
厚
生
病

院
東
側
の
町
道
を
拡
幅
し
て
、
国
道
４
１
７

号
ま
で
迂
回
で
き
る
よ
う
工
事
を
進
め
て
お

り
、
こ
ち
ら
の
工
事
の
完
成
時
期
は
令
和
９

年
３
月
末
の
予
定
。

町
と
し
て
早
期
開
通
に
向
け
、
頻
繁
に
県

庁
や
揖
斐
土
木
事
務
所
に
対
し
、
強
く
要
望

を
し
て
お
り
、
先
日
11
月
28
日
に
も
揖
斐
土

木
事
務
所
長
に
対
し
、
事
業
推
進
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
。

②
企
業
誘
致
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
、
ア
ピ
株
式
会
社
か
ら
規
模
拡
大
の
要

請
を
受
け
、
今
年
度
、
造
成
事
業
が
完
了
し

た
。
ま
た
、町
有
地
で
あ
る
旧
谷
汲
プ
ー
ル
、

給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
つ
い
て
は
、
売
却
先

の
企
業
か
ら
内
諾
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
最

近
で
は
、
谷
汲
徳
積
地
区
に
お
い
て
自
然
応

用
科
学
株
式
会
社
に
よ
る
本
町
の
豊
か
な
自

然
環
境
と
良
好
な
水
質
を
活
か
し
た
飲
料
水

製
造
工
場
の
新
設
が
決
定
し
て
い
る
。

「
受
け
皿
整
備
」
に
つ
い
て
は
、
大
野
神
戸

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
最
も
近
い
清
水
地
域

が
、
地
理
的
に
も
っ
と
も
有
利
な
場
所
で
あ

る
こ
と
か
ら
候
補
地
と
し
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。
な
お
、
企
業
誘
致
は
、
住
民
の
就
労

の
場
の
提
供
、
人
口
対
策
、
安
定
し
た
地
域

経
済
の
発
展
に
資
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な

施
策
で
あ
る
た
め
一
層
の
推
進
を
図
り
た
い
。

広
域
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
既
に
４
年

ほ
ど
前
か
ら
、
国
道
４
１
７
号
冠
山
峠
道
路

や
東
海
環
状
自
動
車
道
の
開
通
を
見
据
え
、

こ
れ
ま
で
に
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
き
て

い
る
。

③
第
３
次
総
合
計
画
基
本
構
想
に
お
い
て
、

「
冠
山
峠
道
路
や
東
海
環
状
自
動
車
道
岐
阜

県
区
間
の
全
線
開
通
を
契
機
と
し
た
、
企
業

誘
致
や
創
業
・
起
業
、
新
た
な
事
業
分
野
へ

の
進
出
を
支
援
し
、
経
済
の
活
性
化
と
雇
用

の
創
出
、
そ
し
て
働
く
世
代
の
定
着
を
図

る
」
と
い
う
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
地
域
振
興
は
、

本
計
画
に
お
け
る
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。

具
体
的
か
つ
定
量
的
な
成
果
目
標
の
設
定

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
第
２
次
総
合
計
画
に

お
い
て
も
定
量
的
な
成
果
指
標
を
設
定
し
、

毎
年
そ
の
達
成
率
等
を
計
画
審
議
会
で
審
議

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
第
３
次
総
合
計
画
に

お
い
て
も
同
様
に
設
定
し
、
進
捗
管
理
と
評

価
を
行
い
な
が
ら
、
施
策
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
。

若 

園 

敏 

朗 

議
員

子
育
て
環
境
を
守
り
未
来
へ
つ
な
ぐ
、
幼
児

園
体
制
と
少
子
化
戦
略
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
の
子
育
て
支
援
策
、
少
子
化
対

策
は
非
常
に
手
厚
い
と
感
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
、
や
ま
と
き
た
が
た
幼
児

園
、
い
び
幼
児
園
の
２
園
で
行
っ
て
い
る
生

後
６
か
月
〜
１
歳
ま
で
の
未
満
児
の
受
入
れ

が
定
員
い
っ
ぱ
い
で
新
規
受
入
れ
が
困
難
と

聞
い
て
い
る
。

①
今
後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
入
体
制

の
確
保
・
改
善
を
図
る
方
針
か
聞
き
た
い
。

②
令
和
３
年
の
一
般
質
問
で
「
早
朝
保
育
の

開
始
時
間
を
早
く
で
き
な
い
か
」
と
の
質
問

に
対
し
、「
保
育
士
不
足
に
よ
り
対
応
困
難
」

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
職
員
の
負
担
軽
減
お

よ
び
早
朝
保
育
７
時
開
始
に
向
け
た
体
制
構

築
の
た
め
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。
町
長
の
見
解
を
聞
き
た

い
。

③
小
中
学
校
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

隣
の
池
田
町
で
は
「
公
立
保
育
園
に
つ
い
て

も
小
学
校
と
同
様
に
検
討
対
象
と
す
る
」
と

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。

　

町
と
し
て
幼
児
園
を
今
後
ど
の
よ
う
な
方

針
で
運
営
し
て
い
く
の
か
。
統
廃
合
を
含
め

た
検
討
が
あ
る
の
か
、
現
行
５
園
を
維
持
す

る
考
え
な
の
か
町
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

④
少
子
化
は
全
国
的
な
流
れ
で
あ
る
が
、
町

が
そ
れ
を
た
だ
受
け
止
め
る
の
か
、
そ
れ
と

も
歯
止
め
を
か
け
に
い
く
の
か
、
町
が
示
す

意
思
で
未
来
は
変
わ
る
。
町
長
の
考
え
る
少

子
化
対
策
の
核
心
、
基
本
姿
勢
と
展
望
を
明

確
に
聞
き
た
い
。

町 

長

①
生
後
６
か
月
か
ら
１
歳
未
満
児
の
受
入
れ

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
、
い
び
幼
児
園
で

５
名
、
や
ま
と
・
き
た
が
た
幼
児
園
で
10
名

の
定
員
を
設
け
て
お
り
、
い
び
幼
児
園
は
定

員
に
達
し
て
い
る
が
、
や
ま
と
・
き
た
が
た

幼
児
園
で
は
空
き
が
あ
り
受
入
れ
が
可
能
で

あ
る
。

近
年
は
、「
共
働
き
」
や
「
核
家
族
化
」

が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
民
間
企
業
に
お

勤
め
の
方
で
あ
れ
ば
、
１
年
間
の
育
児
休
業

明
け
か
ら
幼
児
園
に
入
園
さ
せ
た
い
と
の
こ

と
か
ら
、
第
１
希
望
の
幼
児
園
に
入
園
で
き

る
よ
う
、
毎
年
各
年
齢
層
に
お
け
る
定
員
を
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け
た
投
資
で
あ
り
、
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る

基
盤
づ
く
り
で
あ
る
。

「
い
び
未
来
創
造
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
仮
称
）」
の

体
系
化
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

町 

長

①
事
業
所
等
の
人
材
確
保
は
、
幅
広
く
募
集

広
告
を
行
う
ほ
う
が
人
材
確
保
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
町
単

独
で
の
就
職
説
明
会
等
を
実
施
す
る
予
定
は

な
い
。

町
で
は
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

て
、
西
美
濃
3
市
9
町
の
広
域
連
携
事
業
の

中
で
、
大
垣
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
ガ
キ
ビ
ズ
）で
専
門
的
ス
タ
ッ
フ
を
常
時
配

置
し
労
働
力
確
保
等
の
相
談
を
受
け
ら
れ
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
高
校
教
諭
と
事
業
所
等
の
意

見
交
換
会
、
事
業
所
等
が
大
学
や
短
期
大
学

へ
の
求
人
活
動
や
就
職
情
報
サ
イ
ト
へ
掲
載

す
る
費
用
の
助
成
事
業
、
合
同
の
企
業
展
も

開
催
し
て
い
る
。

近
年
で
は
、
就
職
希
望
者
数
よ
り
も
求
人

数
の
ほ
う
が
多
く
魅
力
が
高
い
事
業
所
が
選

択
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
町
で

は
、
今
年
度
か
ら
揖
斐
川
町
内
就
職
促
進
奨

励
金
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、
町
内
で
の
就

職
を
促
進
し
労
働
力
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
移
住
定
住
を
推
進
し
て
い
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
4
件
の
実
績
が
あ
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組
み
と

し
て
、
揖
斐
高
等
学
校
、
揖
斐
川
町
商
工

会
、
町
内
事
業
所
等
と
連
携
し
、
生
徒
が
町

内
事
業
所
で
年
間
20
日
間
職
場
体
験
を
行

う
、
デ
ュ
ア
ル
実
習
を
実
施
し
て
お
り
、
卒

業
後
そ
の
ま
ま
就
職
さ
れ
た
方
も
い
る
。

を
始
め
、
関
係
者
で
検
討
す
る
こ
と
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
か
と
思
っ
て
い
る
。

学
校
の
在
り
方
検
討
で
も
同
様
で
あ
る

が
、
単
純
に
こ
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
る

か
ら
統
廃
合
を
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
、
あ
る
い

は
指
定
管
理
者
に
よ
る
園
の
運
営
な
ど
、

様
々
な
方
策
を
模
索
し
な
が
ら
、
将
来
に
向

け
て
、
望
ま
し
い
保
育
・
教
育
の
在
り
方
を

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

幼
児
園
は
、
単
な
る
託
児
所
で
は
な
く
、

親
か
ら
離
れ
最
初
に
経
験
す
る
「
集
団
」
で

の
教
育
の
場
で
あ
り
園
児
は
、
創
造
的
な
思

考
や
主
体
的
な
生
活
態
度
な
ど
の
基
礎
を
培

い
、
小
学
校
以
降
の
生
活
や
学
習
の
基
盤
の

育
成
に
繋
げ
る
た
め
、
年
齢
に
応
じ
て
様
々

な
経
験
に
よ
っ
て
「
健
康
・
人
間
関
係
・
環

境
・
言
葉
・
表
現
」
の
教
育
を
受
け
る
。
そ

の
た
め
、
小
学
校
と
の
連
携
も
十
分
に
行
い

「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い

姿
」
を
共
有
し
て
幼
児
園
と
小
学
校
と
の
円

滑
な
連
携
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
す
れ
ば
、
学
校
区
ご
と
に
幼
児
園
を

配
置
す
る
こ
と
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
は
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
在
り
方
が
「
こ
ど
も
の

教
育
の
基
礎
」
と
し
て
最
適
で
あ
る
か
を
考

え
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

④
現
在
お
住
い
の
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
が
、

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
醸
成
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
町
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

ま
ず
は
給
食
費
、
保
育
料
、
医
療
費
の
無
償

化
な
ど
経
済
的
な
支
援
。
次
に
、
安
心
し
て

子
育
て
出
来
る
環
境
整
備
。
今
進
め
て
い
る

「
お
む
つ
宅
配
事
業
」
を
始
め
と
す
る
様
々

な
伴
走
型
支
援
策
に
よ
り
、
産
前
産
後
な

ど
、
と
か
く
孤
立
し
が
ち
な
養
育
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
う
な
ど
、
日
々
の
子
育
て

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
環
境
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
。

加
え
て
、
育
児
と
仕
事
の
両
立
が
養
育
者

に
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
鑑

み
、
こ
の
あ
た
り
の
負
担
軽
減
が
町
レ
ベ
ル

で
出
来
な
い
か
検
討
中
で
あ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
将
来
を
考
え
た
時
、
質

の
高
い
教
育
環
境
づ
く
り
も
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
単
な
る
人
口

政
策
、
少
子
化
対
策
で
は
な
く
、
揖
斐
川
町

の
将
来
に
わ
た
っ
て
の
持
続
可
能
性
を
担
保

し
、
次
世
代
に
希
望
を
つ
な
ぐ
た
め
の
基
盤

整
備
で
あ
る
と
い
う
こ
と
こ
れ
が
町
づ
く
り

の
核
心
で
あ
る
。　

國 

枝 

誠 

樹 
議
員

若
者
定
着
・
企
業
誘
致
・
空
き
家
活
用
を
連

結
さ
せ
た
『
い
び
未
来
創
造
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
仮
称
）』
の
構
築
に
つ
い
て

町
で
は
、
人
口
減
少
に
加
え
、
若
年
層
の

町
外
流
出
、
地
元
企
業
の
人
手
不
足
、
空
き

家
の
増
加
が
同
時
並
行
で
進
行
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、「
人（
若
者
）」、「
住

ま
い（
空
き
家
）」、「
働
く
場（
企
業
・
個
業
）」

を
一
体
で
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
大
き
な
相

乗
効
果
を
生
み
出
す
事
が
で
き
る
の
で
な
い

か
と
考
え
る
。
若
者
定
着
の
新
た
な
基
盤
づ

く
り
と
、
空
き
家
の
利
活
用
を
通
じ
た
子
育

て
世
代
誘
致
、
さ
ら
に
小
規
模
事
業
者
の
移

住
・
創
業
を
促
す
た
め
の
、「
複
合
型
の
総

合
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

①
若
者
定
着
と
企
業
連
携
に
よ
る
「
い
び

ジ
ョ
ブ
・
ラ
ボ（
仮
称
）」
創
設
に
つ
い
て

町
、
高
校
、
商
工
会
、
企
業
な
ど
が
一
体

と
な
り
年
間
を
通
じ
人
材
を
誘
致
す
る
『
い

び
ジ
ョ
ブ
・
ラ
ボ（
仮
称
）』
創
設
を
検
討
で

き
な
い
か
聞
き
た
い
。

②
空
き
家
×
子
育
て
世
代
×
個
業
誘
致
を
結

合
し
た
「
い
び
リ
ノ
ベ
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
つ
い
て

町
内
の
空
き
家
は
増
加
傾
向
に
あ
る
の
に

対
し
、
移
住
希
望
者
か
ら
は
「
物
件
情
報
が

少
な
い
」、「
改
修
費
が
高
い
」
と
い
う
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
る
。

空
き
家
を
「
若
者
が
働
く
場
所
」
+
「
子

育
て
世
代
の
住
ま
い
」
+
「
創
業
者
の
拠

点
」
と
考
え
、
改
修
補
助 

+ 

移
住
支
援 

+ 

子
育
て
支
援
と
い
う
『
い
び
リ
ノ
ベ
支
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
』
と
し
て
分
か
り
や
す
く
で
き

な
い
か
聞
き
た
い
。

③ 

若
者
定
着
、
空
き
家
活
用
、
企
業
誘
致

を
統
合
し
た
『
い
び
未
来
創
造
パ
ッ
ケ
ー

ジ
』
に
つ
い
て

若
者
定
着
施
策（
い
び
ジ
ョ
ブ
・
ラ
ボ
）

と
、
空
き
家
×
子
育
て
×
創
業
支
援（
い
び

リ
ノ
ベ
）が
連
動
す
る
こ
と
で
、

１
、
若
者
が
町
内
企
業
を
理
解
し
、
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
が
増
加

２
、
移
住
者
・
子
育
て
世
代
が
住
ま
い
と
仕

事
を
セ
ッ
ト
で
確
保

３
、
個
業（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）・
創
業
者
の
誘

致
が
進
み
、
空
き
家
の
利
活
用
が
加
速

４
、
地
元
企
業
の
人
材
不
足
の
改
善
と
い
う

よ
う
な
効
果
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

若
者
・
住
ま
い
・
企
業
誘
致
・
人
材
確
保

を
総
合
的
に
結
び
つ
け
た
『
い
び
未
来
創
造

パ
ッ
ケ
ー
ジ
』
は
、
ま
さ
に
町
の
将
来
に
向
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若
者
の
定
着
の
た
め
町
内
の
事
業
所
等
へ

町
内
外
か
ら
就
職
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

様
々
な
支
援
策
を
、
費
用
対
効
果
を
見
据
え

た
上
で
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
引

続
き
進
め
た
い
。

②
移
住
希
望
者
で
空
き
家
を
求
め
る
方
は
、

様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
議
員
提
案
の
、
空

き
家
を
利
用
し
て
子
育
て
世
帯
が
起
業
す
る

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
わ
か

ら
な
い
が
、
移
住
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
そ
れ
ぞ
れ
用
意
す
る

こ
と
は
そ
の
選
択
肢
の
多
さ
か
ら
難
し
い
。

町
と
し
て
は
、
移
住
を
考
え
て
い
る
方
の

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
移

住
に
関
す
る
総
合
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と

や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
方
法
の
見
直

し
が
有
効
な
対
策
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
移
住
促
進
お
よ
び
空
き
家
の
有
効
活
用

を
促
進
す
る
た
め
、
現
行
の
空
き
家
改
修
に

関
す
る
「
揖
斐
川
町
田
舎
暮
ら
し
住
宅
活
用

奨
励
金
」
の
拡
充
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

③
「
若
者
の
流
出
」、「
空
き
家
の
増
加
」、

「
企
業
の
人
手
不
足
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関

連
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
個
別
で
施
策

を
実
施
す
る
よ
り
複
合
的
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
よ
り
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
事
は
理
解
し
て
い
る
が
、
企
業
の
人

手
不
足
解
消
を
目
的
と
し
た
町
単
独
で
の
就

職
説
明
会
の
開
催
や
、
空
き
家
活
用
を
子
育

て
世
代
や
起
業
者
向
け
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
そ

れ
ぞ
れ
予
め
用
意
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
つ

い
て
は
、
費
用
対
効
果
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
を
考
え
る
と
難
し
い
と
考
え
る
。

現
在
、
町
に
お
い
て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

の
運
用
、
空
き
家
住
宅
の
購
入
や
改
修
に
対

す
る
奨
励
金
、
町
内
就
職
促
進
奨
励
制
度
な

ど
、
若
者
や
移
住
者
の
住
ま
い
の
確
保
、
就

労
支
援
と
い
っ
た
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
れ
を
あ
え
て
、
各
々
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
様
々
な
支
援
等
を
選
択
で
き
る
よ
う

移
住
、
定
住
、
空
き
家
活
用
な
ど
の
相
談
窓

口
を
新
た
に
設
置
し
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

く
の
が
現
実
的
、
効
率
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

個
々
の
施
策
の
効
果
を
相
乗
的
に
発
揮

し
、
若
者
の
定
着
、
空
き
家
の
利
活
用
、
企

業
の
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
今

後
も
着
実
に
進
め
た
い
。

岸　
 

啓 

司 

議
員

急
速
な
人
口
減
少
が
進
む
揖
斐
川
町
で
の

「
特
色
」
の
あ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

先
般
、
視
察
研
修
で
岡
山
県
の
奈
義
町

（
人
口
５
，４
２
０
人
）と
西
粟
倉
村（
人
口

１
，３
１
８
人
）へ
行
っ
た
。

奈
義
町
は
、
２
０
１
２
年
４
月
に
「
子
育

て
応
援
宣
言
」
を
発
表
、「
合
計
特
殊
出
生

率
２
・
95
」
達
成
。「
少
子
化
対
策
は
最
大

の
高
齢
者
福
祉
」
と
い
う
考
え
方
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
定
住
促
進
や
高
齢
者
福
祉
に
も

つ
な
が
る
町
づ
く
り
を
し
て
い
た
。

西
粟
倉
村
で
は
、
面
積
の
90
％
以
上
と
な

る
森
林
の
ほ
と
ん
ど
を
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど

の
人
工
林
が
占
め
て
お
り
、「
百
年
の
森
林
構

想
」
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
森
林
資
源
を
自
分

た
ち
で
生
産
、
加
工
、
販
売
ま
で
適
切
に
管

理
・
活
用
す
る
と
い
う
持
続
可
能
な
村
づ
く

り
に
挑
戦
。
移
住
者
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
人
口

の
２
割
を
占
め
て
お
り
、「
上
質
な
田
舎
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
林
業
だ
け
で
な
く

幅
広
い
分
野
で
の
起
業
を
後
押
し
し
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
、
町
や
村
が
主
導
で
一
点
突
破

の
方
向
性
を
見
出
し
、
二
の
矢
三
の
矢
で
肉

付
け
を
し
な
が
ら
、
町
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

と
い
う
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
で
、
先
進
地
域

と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
10
年
先
の
揖
斐
川
町
を
考
え
て

い
く
上
で
、
揖
斐
川
町
な
ら
で
は
の
「
特

色
」
の
あ
る
さ
ら
な
る
町
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

町 

長
視
察
で
訪
れ
た
２
つ
の
自
治
体
が
そ
れ
ぞ

れ
特
色
を
打
ち
出
し
、
こ
れ
を
基
に
し
て
一

点
突
破
で
消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
の
脱
却

に
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

倣
っ
て
町
で
も
何
か
一
つ
特
色
を
打
ち
出

し
、
こ
れ
で
も
っ
て
一
点
突
破
し
て
町
の
発

展
を
図
る
べ
き
と
の
質
問
か
と
解
釈
し
、
そ

の
上
で
申
し
上
げ
る
な
ら
、
将
来
の
町
づ
く

り
を
考
え
る
上
で
、
町
の
特
色
を
打
ち
出
す

こ
と
、
そ
れ
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と

思
う
が
特
色
づ
く
り
だ
け
で
、
一
点
突
破

で
、
こ
の
人
口
減
少
と
い
う
難
局
を
突
破
で

き
る
か
、
町
づ
く
り
が
出
来
る
か
と
言
え

ば
、
決
し
て
口
で
言
う
ほ
ど
そ
ん
な
簡
単
な

も
の
で
は
な
い
。
町
づ
く
り
は
。

そ
も
そ
も
、
町
づ
く
り
と
は
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
の
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
、

子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
、
働
く
場
、
学

び
の
場
、
移
動
の
利
便
性
、
防
災
力
等
々
、

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
多
様
な
分
野
が
、

相
互
に
支
え
合
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。

特
色
は
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
良
い
手
段
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
住
民
の
生
活
は
成

り
立
た
な
い
。
町
の
発
展
は
な
い
。

町
と
し
て
は
、
町
民
生
活
の
土
台
を
し
っ

か
り
整
え
た
上
で
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

特
色
を
、
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
こ
う
し
た
方
針
の
も
と
、
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
町
づ
く
り
を
実
現
す
る
う
え
で
最

も
重
要
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

全
分
野
を
網
羅
す
る
総
合
計
画
を
基
本
と

し
つ
つ
、
そ
の
中
で
基
本
計
画
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
重

点
課
題
を
定
め
、
特
色
あ
る
個
々
具
体
的
な

施
策
・
事
業
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う

と
考
え
る
。

10
月17

日　

福
井
県
池
田
町
議
会
と
の
交
流
事
業

21
～
23
日　

先
進
地
視
察
研
修

　
　
　
（
岡
山
県 

奈
義
町
・
西
粟
倉
村
）

27
日　

10
月
月
例
会

11
月27

日　

第
6
回
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

11
月
月
例
会

　
　
　

第
10
回
公
共
交
通
特
別
委
員
会

12
月5

日　

第
5
回
定
例
会
開
会　

本
会
議

8
日　

第
4
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

第
4
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

11
日　

本
会
議　

一
般
質
問

12
日　

本
会
議　

第
5
回
定
例
会
閉
会

議
会
活
動
報
告
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　人件費とは・・・　
人件費とは、職員の給料・手当そのほか、町長・議員な
どの特別職の給料・報酬、各種委員報酬など、またこれら
に伴う各組合への負担金などのことをいいます。
令和６年度の決算では次のようになります。

■令和６年度人件費の状況� （単位：千円）
歳出総額（A） 人件費（B） 人件費以外
15,153,557 1,932,740 13,220,817

・人件費率（B/A）　12.8％

　給与とは・・・　
職員が勤労を提供し、その対価として得るものが「給与」
です。給与は、経験年数や学歴、勤務成績などにより決定
される「給料」とこれを補完する「各種手当」とに分けら
れます。各種手当とは扶養手当、通勤手当、住居手当、期
末勤勉手当、時間外勤務手当などのことです。

■職員給与の予算の状況
� 令和７年４月１日現在（単位：千円）
職員数（A） 給　料 職員手当 期末勤勉手当
219 人 794,981 149,789 323,227

給与費計（B） 一人当たり給与費（B/A）
1,267,997 5,790

※職員手当には退職手当は含まれていません。

　職員の平均給与額は・・・　
� 令和７年４月１日現在

区　分 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 356,591 円 45.81 歳
技能労務職 253,198 円 57.80 歳

　初任給は・・・　
初任給は、新規学卒者のように前職がない場合には下記
の表のとおり決定されます。
■初任給の状況（一般行政職）� 令和７年４月１日現在

区　分 決定初任給
大学卒 220,000 円
短大卒 204,400 円
高校卒 188,000 円

　級別職員数の状況　
� 令和７年４月１日現在
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

合計標準的職務
内　　　容 主事 主任 係長・

主査
課長
補佐

課長・
主幹 次長 部長

職員数（人） 35 33 62 27 39 10 2 208

構成比（％） 16.8 15.9 29.8 13.0 18.8 4.8 1.0 100.0
（注）�揖斐川町職員の給与に関する条例の給料表区分に基づく
　　再任用職員、技能労務職、医療職を除く職員数です。

　特別職の報酬等の状況　
� 令和７年４月１日現在

区　分 給与月額 期末手当

給
　
料

町　長 750,000 円   6 月期     2.30 月分
12 月期     2.30 月分
　計          4.6 月分副町長 600,000 円

区　分 給与月額 期末手当

報
　
酬

議　長 300,000 円
  6 月期     2.30 月分
12 月期     2.30 月分
　計          4.6 月分

副議長 260,000 円

議　員 250,000 円

　職員手当の状況　
� 令和 7 年４月１日現在
区　分 期　末 勤　勉

期末・勤勉
手 当 支 給
割　　　合

 6 月期 　1.25 月分 1.05 月分
12 月期 　1.25 月分 1.05 月分

職務上の段階などに応じた加算措置 ･･･ 有

退職手当
（支給率）

退職事由 自己都合 定年・応募認定
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（3～ 45%加算）

扶養手当

配偶者は月額 3,000 円
子は月額 11,500 円
その他の扶養親族は１人につき月額 6,500 円
16 歳から 22 歳の子には月額 5,000 円加算

住居手当 月額 16,000 円を超える家賃の額に応じ、
最高で 28,000 円まで

通勤手当

①交通機関等利用者
　運賃相当額に応じ最高 55,000 円まで
②自動車等使用者
　片道２㎞以上の職員に対して、距離に応じ
　月額 2,000 円から 31,600 円まで

　職員数の状況　
� 各年 4 月 1日現在

区　　　分
職　　員　　数

増減
令和 6年度 令和 7年度

一 般 行 政 部 門 １９０人 １８９人 ▲１
教 育 部 門 ２２人 ２２人 ０
公営企業等部門 １２人 １２人 ０

合　計 ２２４人 ２２３人 ▲１

揖斐川町職員の給与を公表します
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*＊*＊ 余った福豆のアレンジレシピ *＊*＊
２月３日は節分！一年の健康や幸せを願って、豆まきをして災いを追い払う日とされています。
今回は、ご家庭で余りがちな「福豆」のアレンジレシピを紹介します。

季節の行事を食卓でもう一度楽しんでみませんか？無駄なく、おいしく、福をいただきましょう。

ちょっとちょっとひとやすみひとやすみ

①きなこ風アレンジ
　�福豆をすり鉢や袋に入れて細かく砕
き、砂糖と少量の塩を混ぜれば即席
きなこ。おもちやトースト、ヨーグ
ルトにかけても相性抜群です。

②カリッと甘いおやつ
　�フライパンに福豆と砂糖を入
れて弱火で加熱。砂糖が溶け
て絡まったら完成。お子さん
のおやつにもおすすめです。

③豆ごはん
　�洗ったお米に福豆と少しの塩
を加えて炊くだけ。香ばしい
風味が広がる、やさしい味わ
いの一品になります。

物価高対応子育て応援手当の支給について物価高対応子育て応援手当の支給について
　物価高の影響が長期化しその影響が様々な人々におよぶ中、特に、その影響を強く受けている子育て世帯を
力強く支援し、子どもたちの健やかな成長を応援する観点から、０歳から高校３年生までの児童手当支給対象
児童を養育する保護者に物価高対応子育て応援手当を支給します。

１．支給対象児童
　　①令和７年９月分（令和７年９月に出生した児童については10月分）の児童手当の支給対象児童
　　②令和７年10月１日から令和８年３月31日までに出生した児童

２．支給対象者
　　⑴上記①の児童手当受給者、または上記②の保護者のうち生計を維持する程度の高い者
　　⑵令和７年10月１日以降に離婚（離婚調停中等も含む）により児童手当の申請が必要となった保護者

３．支給額
　　支給対象児童１人当たり　２万円（１回限りで支給する一時金です。）

４．手当の支給手続
　　⑴�支給対象者に該当する方で、令和７年10月支給（令和７年９月に出生した児童は12月支給）の児童手当

を揖斐川町から受給した方は、児童手当受給口座へ振り込みますので申請は不要です（口座への振込は
２月～３月頃を予定しています）。

　　⑵�公務員で児童手当を受給している方は申請が必要ですので、お勤めの所属庁に手続についてご確認くだ
さい。

　　⑶�令和７年10月１日以降令和８年３月31日までに生まれた新生児を養育する保護者、令和７年10月以降
令和８年３月31日までに離婚（離婚調停中等も含む）により児童手当の申請が必要となった保護者など
は申請が必要です。対象の方には準備ができ次第、個別に案内を送付します。

　　※�児童手当受給口座を解約または変更等された方は、届出様式を揖斐川町ホームページよりダウンロード
していただくか、役場子育て支援課窓口までお越しください。

　　※その他、ご不明な点はお問い合せください。

５．申請期限
　　申請が必要となる方（上記４⑵および⑶の方）の申請期限は、令和８年４月30日（木）です。
　　※�上記申請期限までに申請が行われない場合、物価高対応子育て応援手当を支給できませんので、ご注意

ください。

【お問い合せ】
　（制度概要について）　　　子ども家庭庁コールセンター　℡0120-252-071　平日９時～18時
　（個別の相談・お問い合せ）役場子育て支援課　　　　　　℡22-2791　　　　平日８時30分～17時15分
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民生委員・児童委員および主任児童委員を紹介します
　次の方が12月１日付けで民生委員・児童委員および主任児童委員に就任され、地域での福祉活動などにご尽力
いただくことになりましたので、ご紹介します。（任期：令和７年12月１日から令和10年11月30日）

民生委員・児童委員
地　区 担　当　地　域 氏　名

揖斐川

北新町・大光寺 岩間　正洋
上町・昭和町・上新町 松尾富美子
中町・下町 寺井　義典
下新町・松原 太宰　信子
七間町・上ミ野 細野　敦子
栄町・前島 森　　敏明
小谷・小野・桜町・志津山 小森　清晟
下岡島・上岡島・緑ヶ丘 窪田美千子
房島１区・房島２区・房島３区 渡邊　朝子
房島４区・房島５区・房島６区 所　　洋子
伊尾野・桂・西若松・東若松・伊尾野団地 清水　久雄
南方 小森　恭子
極楽寺・間田瀬・姥坂 今村　眞也
表山・大和団地 若原　靖博
北方１区 河瀬いづみ
北方２区・北方３区 香田　順子
北方４区・北方５区・北方６区・北方７区 折戸　朱美
白樫・市場の一部 瀬川　明美
市場の一部・瑞岩寺 宇佐美まゆみ
上野 森本　直美
上東野・堀・野中 粟野　文枝
大門・溝尻 衣斐あさみ
黒田・新宮・岡 石井　　圭
二ノ宮 荻野由美子
和田 森　　靜代
清水区第1班（八幡・北町・中町） 北川　和代
清水区第2班（南町・杉原・清水東） 小田　貴生
小柳・福島 松野　早美
長良・島・野田 大野はつ子
𦙾永１区・𦙾永４区（新栄町・出屋敷・五反田） 土川　　裕
𦙾永２区・𦙾永３区（溝口・浜里） 藤原　政文
𦙾永５区・𦙾永６区・𦙾永７区（中村・東瀬古・中瀬古・北瀬古・加茂） 野原　祐子

谷　汲

深坂西・深坂中・深坂東 深井　公子
大洞 石原　早苗
上名礼 細野　茂樹
下名礼・中名礼 岩田　道治
門前・新田・結城 今村　裕美
高科・伊野 山本　明美
岐礼・沖野 山本千枝子
府内・上長瀬 國枝　博文
下長瀬・赤石・山田 松井加代子
木曽屋・有鳥 杉山　直子
下神原・上神原 磯川　則雄

地　区 担　当　地　域 氏　名

春　日

樫・下ヶ流 小寺富喜子
滝・上ヶ流 内藤　敬司
香六・中山 小寺すみ江
小宮神・古屋 藤原　辰実
川合 小寺　寿一
寺本・尾西 白川　勇一
種本・中瀬 新川　正康

久　瀬

乙原 森　　専正
東津汲・樫原 増元　芳美
小津 五十川みゆき
日坂 高橋　寿子
西津汲 高橋　仁志
外津汲 廣瀬　法昭
三倉 竹中　定由

藤　橋
西横山 中川喜代文
東横山・鶴見・東杉原 中村　和子

坂　内

広瀬北 中井　政子
広瀬西（東） 近岡ひとみ
坂本 髙橋　圭子
川上 神谷　洋子
諸家 山口　昌子

主任児童委員
地　区 選　出　地　域 氏　　名

全　域

揖斐川 四井羽須美
揖斐川 関野　政子
谷汲 石原　和代
春日 小椋　壽巳
久瀬 高橋　哲也
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令和７年分申告相談会場・日程
■揖斐川地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

16 月 北方

9時～16時

揖斐川町役場

17 火 大和（上南方）

18 水 大和
（上記以外の地区）

19 木 𦙾永
20 金 清水

24 火 小島
（上野・白樫・市場・瑞岩寺）

25 水 小島
（上記以外の地区）

26
・
27

木
・
金
揖斐

３
2
～
16

月
～
月
揖斐川地域全域

■谷汲地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

16 月 神原・木曽屋・有鳥

9時～15時

谷汲振興事務所

17 火 高科・岐礼・沖野
18 水 府内・上長瀬
19 木 下長瀬・赤石・山田
20 金 深坂
24 火 大洞
25 水 名礼
26 木 徳積

2/27

～

3/16

金
～
月
谷汲地域全域

■春日地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

16 月 滝・樫・上ヶ流

9時～15時

春日振興事務所

17 火 下ヶ流
18 水 香六・古屋
19 木 小宮神
20 金 川合・中山
24 火 美束

2/25

～

3/16

水
～
月
春日地域全域

■久瀬地域・藤橋地域・坂内地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/16

～

3/16

月
～
月

久瀬地域全域
9時～15時

久瀬振興事務所

藤橋地域全域
9時～15時

藤橋振興事務所

坂内地域全域
9時～15時

坂内振興事務所

日程：３月５日（木）、６日（金）、９日（月）
場所：揖斐川町役場　3階
自身のスマホでの確定申告をサ
ポートする窓口を開設します。
予約方法や詳細は、ホームペー
ジからご確認ください。

「所得税「所得税およびおよび復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」のお知らせのお知らせ

申告受付期間　２月16日（月）～３月16日（月）※土・日・祝日を除く
町県民税の申告書は、2月上旬頃郵送予定です。申告書が届かなくても必要な方は申告してください。
申告には、所得税および復興特別所得税の確定申告（国税）と町県民税申告（地方税）がありますが、所得税

および復興特別所得税の確定申告をされますと、同時に「町県民税申告」がされたものとみなされます。

▲

�スマホ申告について

次の申告は、町では受付できません
・初めて住宅ローン控除を受ける方
・贈与税や消費税の申告および青色申告
・これまでに申告した確定申告の修正申告
・土地、建物、株式等の売却の譲渡所得や繰越損失のある申告
　※今年度より受付できません。 
上記を含む確定申告・相談は、役場や振興事務所では受付ができません。
大垣税務署が開設する会場またはご自身で申告してください。
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所得税および復興特別所得税の確定申告が必要な方
（１）　�令和７年中の所得金額の合計額から所得控除の合計額を差し引いた金額が税額控除（住宅ローン控

除等）の合計額以上の方。
（２）　給与所得者のうち、たとえば、次のような方が該当します。
　　　①お勤め先で年末調整を受けていない方
　　　②�２カ所以上から給与を受けていて、年末調整をされなかった給与収入金額と、給与所得および退

職所得以外の所得金額との合計額が20万円を超える方
　　　③給与所得者の方で給与などの収入金額の合計額が2,000万円を超える方
（３）　�土地、建物、株などの売却による譲渡所得のあった方（但し、上場株式の譲渡所得で、特定口座の

取引で源泉徴収されている場合は、申告しなくても差し支えありません。）
　※�上記以外の方でも医療費控除、寄附金控除または雑損控除など各種控除を受けたい方や、雑所得や一
時所得など各種所得の合計額から所得控除を差し引いて残額のある方などは、確定申告をする必要が
あります。

医療費控除・セルフメディケーション税制の領収書（レシート）について
•�医療機関・薬局・かかった人ごとに集計し、「医療費控除の明細書」または「セルフメディケーション税
制の明細書」（令和７年1月から12月の間に支払ったもの）をあらかじめ記入して持参してください。
　�　なお、「医療費控除の明細書」は医療保険者から交付を受けた医療費通知などを提出することで記入を
省略することができます。（医療費通知の内容によっては省略できない場合もあります。）
　�　また、どちらの控除も、領収書等はご自宅で5年間保管していただき、税務署から提示等の求めがあっ
た際は応じなければなりません。
•�セルフメディケーション税制の明細書には、健康への保持増進および予防への取組を行ったことを明らか
にする書類、医療費等のうち保険金などで補填される金額のわかるものが必要となります。
•医療費控除とセルフメディケーション税制は選択制です。どちらか一方のみの控除を受けることができます。

※�医療費等の領収書やレシートの提示のみでは、受付できません。必ず「医療費控除の明
細書」を作成し提出してください。

町県民税申告が必要な方
令和８年１月１日現在、揖斐川町内に住所のある方で、次の①～③のすべてに当てはまる方
①所得税および復興特別所得税の確定申告をされない方
②給与所得のあった方で勤務先から役場へ「給与支払報告書」の提出のない方
　※提出の有無は勤務先にご確認ください。
③営業、地代、家賃、配当、農業、年金などの所得があった方
　注）�令和７年中に所得がなかった方でも、申告が必要な場合があります。（生活状況等を記入して申告し

ていただくこととなります。）
•国民健康保険に加入している方（国民健康保険税の計算に必要となります。）
•所得に関する証明書が必要な方（�国民年金保険料免除申請、福祉医療、児童扶養手当などの公的扶助､

町営住宅入居、幼児園入所、教育等に関する申請に必要となる場合が
あります。）

年金受給者の確定申告不要制度
公的年金等を受給されている方で、次の①・②のどちらにも当てはまる方は確定申告が不要です。
①公的年金等の収入金額が400 万円以下の方（複数から受給されている場合は、その合計額です。）
②当該年金以外の他の所得金額の合計が20 万円以下の方
※①・②のどちらにも当てはまる方でも、所得税の還付を受ける場合は確定申告が必要となります。
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　申告書作成に必要なもの
●給与所得、退職所得、公的年金に係る雑所得の源泉徴収票の原本
●所得控除を受けるために必要な証明書、領収書など（令和７年1月から12月分のもの）
　•生命保険料、地震保険料、旧長期損害保険料の控除証明書
　•社会保険料、国民健康保険税、国民年金保険料、介護保険料等の控除証明書または領収書
　•配偶者所得のわかるもの
　•障害者控除を受ける方は身体障害者手帳や療育手帳など
　•寄附金控除に伴うふるさと納税などの「寄附を証明する書類（受領書）」
　�（ワンストップ特例制度を利用された場合でも確定申告をする場合は、同時に寄附金控除の申告を行う必
要があります。）
●医療費控除を受ける方は、「医療費控除の明細書」または医療費通知
●申告者本人名義の金融機関名および口座番号がわかるもの（所得税の還付を受ける場合）
●利用者識別番号がわかるもの（お持ちの方のみ）
●�マイナンバーカードまたは個人番号通知カード、もしくはマイナンバーが記載された住民票（写）
　※扶養親族となる方のマイナンバーも必要となります。
●申告される方の本人確認ができる書類（運転免許証等）
　※�代理でご家族の申告をされる場合は、ご家族ご本人の「マイナンバーカードまたは個人番号通知カード」
が必要です。

●�「確定申告のお知らせ」（はがきまたは通知書）、「予定納税額の通知書」、「令和８年度町民税・県民税申告書」（税
務署や役場から送付された方のみ）
受ける控除によってはその他の書類が必要な場合があります。詳細は国税庁ホームページ等にてご確認くだ
さい。

《お願い》
●申告期間中は会場が大変混雑します。次の点にご協力ください。
•�営業、不動産、農業所得等がある方は、「収支内訳書」を
　事前に作成し持参してください。
•医療費控除を受けられる方は「医療費控除の明細書」を
　事前に作成し持参してください。
•町ホームページにて、申告会場(本庁会場のみ)の待ち人数を
　掲載しています。来庁時の目安としてご活用ください。
●申告相談を行わず、書面により申告書等を提出する場合、町ではお預かりできません。
　ご自身で下記まで郵送してください。
　【提出先】〒460-8527
　　　　　 名古屋市中区三の丸三丁目２番４号　名古屋第二国税総合庁舎　名古屋国税局　業務センター
※�所轄税務署を変更するものではありません。ｅ－Ｔａｘ（データ）により提出する場合は、従来どおり大垣税
務署へ送信願います。

【お問い合せ】税務課　℡ 22-2115

▲

� 国税庁ホームページ

▲

� 町ホームページ

 大垣税務署による申告受付会場のご案内
日程：令和8年2月16日(月)から3月16日(月) ※土・日・祝日を除く
場所：大垣市情報工房5階　スインクホール
•�混雑緩和のため、「入場整理券」が必要です。入場整理券は、①申告会場での
　当日配布と②国税庁LINEアカウントからの事前発行の、２通りで配付します。
•会場ではご自身のスマートフォン等から申告をしていただきます。
【大垣税務署による申告受付に関する問い合わせ先：個人課税部門　℡0584-78-4104（直通）】

▲

� 国税庁公式LINEはこちら
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日　　時 ３月７日（土）　13時～16時
４月４日（土）　13時～16時

内　　容 12時より受付を開始します。（予約不要）
各参加団体より順番に説明を実施します。

場　　所 岐阜県大垣市林町５-18光和ビル4階会議室（大垣駅北口より徒歩１分）

参加団体（予定） 自衛隊大垣地域事務所、岐阜県庁（３月のみ参加）、大垣警察署、
大垣市役所（４月のみ参加）、大垣消防組合

※事情により延期および内容の変更をする場合があります。
※お問い合せ　自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所　大垣市林町５-18光和ビル２階　℡0584-73-1150

　東海職業能力開発大学校が、ものづくりの素晴らしさを発見できるイベント【第30回ポリテックビジョ
ン「ものづくり・人づくりin東海」】を開催します。今回は、東京大学大学院山田崇恭准教授による記念講演、
学生の卒業制作の展示実演や研究発表などを行います。

　　 日 時  	２月20日（金）11時～15時30分
			   ２月21日（土） ９時30分～15時30分
　　 場 所  	大野町総合町民センター
　　 入 場 料  	無料
　　 お問い合せ先  	東海職業能力開発大学校
			   ℡34-3600

■住所・氏名・名称の変更登記が義務化されます！ 
　「所有者不明土地」の解消に向けて、４月１日から不動産の所有者の住所や氏名・名称の変更登記が義務
化されます（４月1日より前の変更も義務化の対象です。）。個人も法人も、変更の日から２年以内に登記を
する必要があり、正当な理由なく義務に違反した場合、５万円以下の過料が科される可能性があります。
　なお、かんたん・無料の「スマート変更登記」の手続を行えば、その後は法務局が職権で住所や氏名・
名称の変更登記を行います｡

詳しくは次の二次元コードからご覧ください →

自衛隊からのお知らせ

「岐阜地方法務局からのお知らせ」「岐阜地方法務局からのお知らせ」

第30回ポリテックビジョン「ものづくり・人づくりin東海」

不動産登記推進
イメージキャラクター

「トウキツネ」
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況（
飼
育
者
の

氏
名
、
住
所
、
飼
育
場
所
、
種
類
、
頭
羽
数

な
ど
）を
県
へ
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す（
ペ
ッ
ト
を
含
む
）。
報
告
様

式
や
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
岐
阜
県
中
央
家

畜
保
健
衛
生
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
岐
阜
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
岐
阜
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所　

防
疫
係

　
（
岐
阜
市
柳
戸
１
‒
１
）

　

℡
０
５
８
‒
２
０
１
‒
０
５
３
０

  

令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス

-

活
動

調
査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
は
、
全
国
す

べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を
調
査
対
象
と
し
て

実
施
す
る
統
計
調
査
で
す
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
調
査
員
と
し
て
従
事
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
任
命
期
間　
５
月
～
６
月
頃

■
報
酬　
　
　

４
～
７
万
円
程
度

■
募
集
人
数　
13
人
程
度

■
募
集
期
限　
２
月
20
日（
金
）

問
政
策
広
報
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
２

  

令
和
８
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室

の
入
室
申
請
受
付

　

４
月
か
ら
留
守
家
庭
児
童
教
室
へ
の
入
室

を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

　

町
内
在
住
の
小
学
校
一
年
生
～
六
年
生
の

児
童
の
う
ち
、保
護
者
の
就
労
等
の
事
情
で
、

昼
間
に
児
童
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
家
庭
の
児
童
。

※�

「
保
護
者
の
就
労
等
の
事
情
」
と
は
左
記

要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

①�
放
課
後
か
ら
お
お
む
ね
17
時
ま
で
就
労
等

し
て
い
る
こ
と

②
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ
と

③�

就
労
等
の
状
態
が
３
か
月
以
上
継
続
す
る

こ
と

■
開
室
時
間　

・�

平
日（
月
～
金
曜
日
）は
授
業
終
了
後
～
18

時
・
学
校
の
振
替
日
は
８
時
～
18
時

■
料
金（
予
定
）

・
利
用
料（
月
額
）　

４
，
５
０
０
円

・
保
険
料（
年
額
）　　
　

８
０
０
円

・
別
途
「
お
や
つ
代
」
が
必
要
で
す
。

■
申
請
お
よ
び
提
出
方
法

①�

新
規
入
室
希
望
者
…
役
場
子
育
て
支
援
課

窓
口
で
申
請
書
類
を
入
手
し
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ
提

出
②�

継
続
入
室
希
望
者（
既
入
室
者
）…
各
留
守

家
庭
児
童
教
室
で
申
請
書
類
を
入
手
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
留
守
家
庭
児

童
教
室
の
指
導
員
へ
提
出

■
申
請
期
間

　

２
月
２
日（
月
）～
27
日（
金
）

■
そ
の
他

・�

詳
細
は
申
請
書
類
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

申
請
書
類
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・�

長
期
休
暇（
夏
休
み
期
間
）の
み
の
入
室
に

つ
い
て
は
別
途
募
集
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２
‒
２
７
９
１

 

こ
と
ぶ
き
大
学
開
催
し
て
ま
す
♪

　

町
で
は
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
社
会

教
育
学
級
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
を
、
６
月
か

ら
年
間
８
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
楽
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
、

様
々
な
テ
ー
マ
の
講
座
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
第
６
回
と
な
っ
た
12
月
10
日（
水
）に
は

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
ホ
ー
ル
で
、

介
護
職
員
で

構
成
さ
れ
た

「
劇
団  

笑
顔

の
天
使
」
に

よ
る
認
知
症

に
関
す
る
演

劇
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、

笑
い
の
中
、

さ
り
げ
な
い

サ
ポ
ー
ト
を

学
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

■
対
象
　　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

■
場
所
　　
主
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　　

�

体
を
動
か
し
て
健
康
体
操
、
発

声
し
て
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
な
ど

■
年
会
費　
１
，
０
０
０
円

問

社
会
教
育
課

　
　

℡
２
３
‒
０
１
２
４

 

障
が
い
に
関
す
る
相
談

　

日
常
生
活
で
の
困
り
事
や
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
支
援
事
業

者
に
よ
る
巡
回
相
談
お
よ
び
身
体
障
害
者
相

談
員
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
２
月
10
日（
火
）

　
　
　
　

①
10
時
～　
　

　
　
　
　

②
11
時
～（
１
件
あ
た
り
50
分
）　

■
場
所　

�

揖
斐
川
町
役
場

　
　
　
　

２
階　

第
３
会
議
室

問

健
康
福
祉
課

　
　

℡
２
２
‒
２
７
９
０
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寿
長
ご

さ
ん

12
月
の

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
８
年
度
事
業
お
よ
び

入
会
説
明
会
の
開
催

２
月
中
旬
よ
り
『
令
和
８
年
度
事
業
お
よ

び
入
会
説
明
会
』
を
揖
斐
、
谷
汲
、
春
日
、

久
瀬
、
坂
内
、
藤
橋
地
区
に
て
開
催
し
ま
す
。

新
規
入
会
希
望
の
方
は
、
左
記
の
説
明
会
に

電
話
予
約
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
新
規
入
会
説
明
会

■
日
時　
３
月
５
日（
木
）10
時
～

■
場
所　

�

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室

※�

そ
の
他
、
各
地
区
で
の
開
催
日
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

お
仕
事
の
受
付

ご
依
頼
・
ご
相
談
は
、
お
電
話
に
て
受
付

※�

お
名
前
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

松ま
つ

村む
ら 

み
さ
ゑ 

さ
ん（
坂
内
坂
本
）95
歳

山や
ま

田だ 

恵え

ミみ

子こ 

さ
ん（
三
輪
）95
歳

坂ば
ん

東ど
う 　

昭あ
き

夫お 

さ
ん（
房
島
）95
歳

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
派
遣
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
社
で
短
期
間
・
短
時
間
だ
け
人
手
が
ほ
し

い
と
い
う
事
業
主
様
も
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り
　
＊
社
内
清
掃

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り
　
＊
軽
作
業

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
病
院
等
の
付
き
添
い
　
　

＊�

家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食

事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）

　
そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問�（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡ 
２
３

－
０
９
０
７

  

身
体
障
が
い
者
の
方
な
ど
の
自
動
車

税（
種
別
割
）の
減
免
申
請
窓
口
開
設

身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
知
的
障
が

い
者
ま
た
は
精
神
障
が
い
者
の
方
が
所
有
す
る

自
動
車（
軽
自
動
車
を
除
く
）の
「
自
動
車
税

（
種
別
割
）減
免
申
請
臨
時
窓
口
」
が
次
の
と

お
り
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
３
月
13
日（
金
）

　

�

９
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
15
時
30
分

　
（
最
終
受
付
15
時
）

■�

場
所　
岐
阜
県
揖
斐
総
合
庁
舎（
揖
斐
郡

揖
斐
川
町
上
南
方
１

－

１
）

■
対
象
者

①
新
規
に
申
請
す
る
方

②�

現
在
減
免
を
受
け
て
お
り
、
自
動
車
税
事

務
所
か
ら
の
減
免
案
内
は
が
き
で
「
変
更

あ
り
」
と
回
答
し
た
方

問�

・
岐
阜
県
西
濃
県
税
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－
７
３

－

１
１
１
１

　

・
岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

　

℡
０
５
８

－
２
７
９

－

３
７
８
１

※�

上
記
以
外
に
、
西
濃
県
税
事
務
所
、
自
動

車
税
事
務
所
お
よ
び
各
県
税
事
務
所
で

は
、随
時
申
請
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
す
る
職
種

①
児
童
発
達
支
援
員（
保
育
士
）

・
資
格
等　

保
育
士
登
録
済
の
方

②
児
童
発
達
支
援
員（
言
語
聴
覚
士
）

・
資
格
等　

言
語
聴
覚
士

■
勤
務
場
所　
児
童
発
達
支
援
事
業
所

　
　
　
　
　
　
（
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
）

■
勤
務
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

　
（
国
民
の
休
日
、
年
末
年
始
除
く
）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
賃
金　
　
　

時
給
１
，４
４
７
円
～

■
任
用
期
間　

　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

　

令
和
９
年
３
月
31
日

■
応
募
方
法

　

履
歴
書（
写
真
添
付
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
健
康
福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
３
月
２
日（
月
）

　

※
３
月
中
旬
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

問�

健
康
福
祉
課　

℡
２
２

－

２
７
９
０

令和8年2月1日からはなももバスの停留所を追加します

谷　汲

86-7 上長瀬北出

揖斐川

16-2 下岡島南



掲載行事については、
中止または延期になる場合があります。22月月のの主な行事主な行事

３日（火）
節分厄払い行事
⃝場　所　谷汲山華厳寺
⃝内　容　�谷汲山本堂で御祈祷後、本堂および仁王門前に設置さ

れた赤鬼の前から一斉に豆まきが行われます。
㉄ 揖斐川町観光プラザ　☎55-2020

納期限納期限ののお知らせお知らせ
有

料

広

告

欄

14日（土）～3月15日（日）
たにぐみ盆梅展
⃝場　所　旧谷汲観光資料館
⃝内　容　�紅梅や白梅、しだれ梅など、愛好家たちの手による梅

の盆梅、約100点が展示されます。
㉄ 揖斐川町観光プラザ　☎55-2020

18日（水）
豊年祈願祭
⃝場　所　谷汲山華厳寺参道周辺
⃝内　容　�源氏の戦勝を祝し、のちに雨乞い踊、豊年踊として踊

られたと伝わる谷汲踊が上演されます。
㉄ 揖斐川町観光プラザ　☎55-2020

21日（土）、22日（日）
創作オペラ「ダム底から聞こえる」
⃝場　所　地域交流センターはなもも
⃝内　容　�旧徳山村に残された伝説を舞台化した創作オペラが上

演されます。
㉄ 社会教育課　☎23-0124
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障がいの子どもが心配
障がいのある子どもの親亡き後、
本人のお金の管理やサービスの利
用契約などが心配。

財産管理について
高齢の親が認知症で、銀行のお金を
引き出せない、通帳をなくした、さま
ざまな支払いができなくなったなど。

自分の将来
身寄りがなく一人暮らし。いざと
いうとき、自分の財産管理や身の
回りのことが不安。

法定後見制度
認知症や障がいなどで判断能力が不十分となり、お
金の管理や契約、手続きが難しくなった人に代わっ
て法的な権限を持って支援する人を、家庭裁判所が
選び支援する制度です。

任意後見制度
将来のために、あらかじめ任意後見人となる人に委
任する事務を公正証書による契約で定めておき、判
断能力が不十分になった後に委任された事務を本人
に代わって行う制度です。

成年後見制度とは？ 成年後見制度とは？ こんなお困りごとはありませんか？こんなお困りごとはありませんか？

2月2日（月）	 町（県）民税　4期分
	 国民健康保険税　9期分
	 後期高齢者医療保険料　7期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。また、口座振替で納
付されている方は、納期限前日までに預貯金残額の確認と入金
をお願いします。

対 象 者　�岐阜県西濃、岐阜地区の公立高校および特別支援学校を受験する方で
　　　　　検査日に受験票を提示いただいた受験生
内　　容　�受験票を駅員に提示することで検査日の運賃が無料になります。
　　　　　無人駅からの乗降の場合は、運転士または車内係員に提示してください。
対象路線　養老鉄道全線

養老鉄道養老鉄道からのからの
お知らせお知らせ

養老鉄道では、公立高校、特別支援学校を受験する学生を対象に検査日の運賃を
無料とする「受験生応援 無料乗車キャンペーン」を実施します！

お問い合せ 養老鉄道総務企画課　℡ 0584－78－3400

お問い合せ 揖斐川町成年後見支援センター（揖斐川町役場 健康福祉課内）℡ 2 2 - 2 7 9 0（平日：8時30分～17時15分）

厚生労働省成年後見はやわかりホームページ▶ 裁判所後見ポータルサイト動画あり▶
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窓口だより窓口だより

窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認
を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」
をお出しください。

▶マイナンバーカードの
　申請はこちら

▶証明書のオンライン
　申請はこちら
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人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 18,255（△�33） 8,849 9,406 7,738（△� 6）
揖斐川地域 14,042（△�22） 6,841 7,201 5,720 （△� 5）
谷汲地域 2,515（� 1） 1,213 1,302 1,078 （� 5）
春日地域 665（△� 6） 312 353 373 （△� 2）
久瀬地域 654（△� 4） 309 345 331 （△� 2）
藤橋地域 132（△� 2） 65 67 88 （△� 2）
坂内地域 247（� 0） 109 138 148（� 0）

出生 4人 /死亡 33人 /転入等 33人 /転出等 37人
〈令和 8年 1月 1日現在〉

Population人口

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

令和７年 12月届出分

出生　お誕生おめでとう Birth

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

極 楽 寺 橋
はし

本
もと

紗
さ
那
な

泰 志 美 結
上 野 水

みず
野
の
葵
き
生
い

史 也 流 石

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ６ 区 河　瀬　ふさ子 98
極 楽 寺 宮 部 信 子 83
極 楽 寺 髙 見 之 91
間 田 瀬 今村　くにへ 100
中 町 上 田 一 子 92
下 町 坪 井 　 幸 84
下 町 美 濃 吉 雄 87
下 新 町 松 岡 弘 昭 82
上 ミ 野 細 野 　 隆 76
上 岡 島 北　村　ナミヱ 100
新 栄 町 坂 口 一 三 84
浜 里 団 地 森 　 司 郎 90
上 野 清 水 昌 子 78
二 ノ 宮 松 浦 重 夫 93
二 ノ 宮 岡 野 敦 子 93

岡 窪 田 忠 生 85
谷 汲 深 坂 髙　間　すみ子 93
谷 汲 長 瀬 松 井 房 尾 102
谷 汲 木 曽 屋 杉 山 り 96
春 日 川 合 藤 田 浩 安 57
春 日 小 宮 神 黑 田 幸 子 86
坂 内 広 瀬 田 村 清 計 90

2
月

石原 稜麻 くん

（谷汲）
一歳のお誕生日おめ
でとう。もっともっ
と大きくなってね。
大好きだよ

陽月 ちゃん

（小島）
Happy 1st 
Birthday！
元気いっぱい、
すくすく育ってね。

細川 碧斗 くん

（𦙾永）
3 歳のお誕生日おめ
でとう！生まれてき
てくれてありがとう。
パパもママも碧斗の
ことが大好きだよ。

４月に誕生日を迎える方を
広報いびがわでお祝いしませんか？
大人も子どもも大歓迎！
大切な方をお祝いするお手伝いを
させてください。
応募は表紙右下をご覧ください。
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二十歳おめでとうございます
記念撮影を行いました

▲北和中Ⓐ▲揖斐川中③

▲揖斐川中① ▲揖斐川中②

▲谷汲中、坂内中、転入者等、西濃学園、揖斐特支▲北和中Ⓑ
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